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平成25年 神
かんなづき

無月

P ２　

広
報

９月１日現在人口・世帯数（前月比）　
総人口47,575人（＋70）　男23,864人（＋38）　女23,711人（＋32）・世帯数17,756世帯（＋33）

●主な内容●主な内容

つくばみらいつくばみらい

P ２　平成24年度決算の概要

P６　「消費者被害ゼロ」をめざして！

P８　デマンド乗合タクシーの愛称募集

P９　市ブランド認証マーク募集

P10　「みらい」を担う子どもたちのために

P12　市内の出来事

P14　お知らせ情報　　

P18　スポーツフェスティバルを開催　

P20　保健だより　

P24　子ども特派員  わが街を行く！　

カレー作りにチャレンジ！カレー作りにチャレンジ！
　伊奈第１保育所の子どもたちが、カレー作りにチャ伊奈第１保育所の子どもたちが、カレー作りにチャ
レンジしました。子どもたちは小さな手に包丁をレンジしました。子どもたちは小さな手に包丁を
ギュッと握り締め、タマネギやニンジンなどの野菜をギュッと握り締め、タマネギやニンジンなどの野菜を
切り、具だくさんのカレーを作りました。手作りした切り、具だくさんのカレーを作りました。手作りした
カレーは、昼食で出され、みんな残さず完食していまカレーは、昼食で出され、みんな残さず完食していま
した。自分たちで調理したカレーは格別のようです。した。自分たちで調理したカレーは格別のようです。
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つ
く
ば
み
ら
い
市
の
家
計
簿
と
も
い
え
る
平
成
24
年
度

の
一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
、
ま
た
、
市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会計名 収入 支出
一般会計 194億8,129万円 185億2,717万円
特別会計 103億62万円 97億7,671万円

内訳

国民健康保険 53億5,348万円 50億2,527万円
後期高齢者医療 ３億955万円 ３億801万円
介護保険 26億8,655万円 25億8,781万円
公共下水道事業 12億9,683万円 12億2,913万円
農業集落排水事業 ６億328万円 ５億7,622万円
市営分譲住宅 5,093万円 5,027万円

一般会計・特別会計決算総括表

一般会計
収　入

194億

 8,129万円

市税　35.6％
69億3,210万円

うち都市計画税　３億3,638万円
（都市計画税の使途内訳）
・土地区画整理事業
　　　　１億3,500万円
・公共下水道事業　　　
　　　　１億8,401万円
・都市計画事業等地方債償還　　
　　　　　　1,737万円

繰越金　7.6％
14億8,949万円

その他　4.3％
８億3,852万円

自主財源 92億6,011万円　47.5％
皆さんから納めていただいた税金など

地方交付税　17.2％
33億4,960万円

国・県支出金　19.1％
37億2,786万円

市債　11.6％
22億4,970万円

依存財源 102億2,118万円　52.5％
国・県から交付されるお金や借入金など

その他　4.6％
８億9,402万円

【毎月の収入】
お父さんの給料（市税） 177,917円

お母さんのパート収入
（使用料・手数料など）

57,767円

貯金引き出し（繰入金） 1,983円

実家や友人からの援助（地
方交付税・国庫支出金など）

204,593円

ローン借り入れ（市債） 57,740円

収入合計 500,000円

【毎月の支出】
食費（人件費） 72,436円

医療費（扶助費） 53,158円

光熱費・被服費（物件費） 49,940円
車や家具の修理代
（維持補修費）

2,004円

兄への仕送り（他会計への繰
出金・補助費・貸付金など）

124,399円

家の増改築（投資的経費） 100,456円

ローン返済（公債費） 34,136円

貯金（積立金） 38,983円

支出合計 475,512円

収収  

入入

支支  

出出

家族で
稼いだ

お金な
ど

237,6
67円

生活費

301,9
37円
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０
０
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０
０
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作
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て
み
ま
し
た
。

に
例
え
て
、
１
カ
月
分
の
家
計
簿
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

※家計簿はより分かりやすくするために１カ月分で

作成しましたが、一般会計と対比するためには、年

間の収支での比較となります。

翌月への繰越（収入・支出の差引)　24,488円

【家族構成】

　父、母、みらい君（中学生）、兄（大学生「アパートで１人暮らし」）
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平成24年度決算の概要

一般会計
支　出

185億

2,717万円

会計名 区　分 決算額

水道事業
収益的収支 収入 11億8,847万円

支出 10億3,953万円

資本的収支 収入 12億5,754万円
支出 14億6,670万円

企業会計決算総括表

公債費　13億3,002万円　7.2％
（借入金（市債）の返済金）

その他　17億8,242万円　9.6％
（議会運営、商工振興などの費用）

　

水
道
事
業
会
計
は
、
地
方
公
営

企
業
法
の
適
用
を
受
け
る
企
業
会

計
で
す
。「
収
益
的
収
支
（
水
道
水

を
お
届
け
す
る
た
め
の
必
要
経
費

と
財
源
）」
と
資
本
的
収
支
（
施

設
を
整
備
拡
充
す
る
た
め
に
必
要

な
経
費
と
財
源
）
の
２
つ
に
分
け

て
い
ま
す
。
資
本
的
収
支
の
不
足

分
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保

資
金
な
ど
で
補
い
ま
し
た
。

総務費　18億101万円　9.7％
（市役所管理などの費用）

土木費　29億7,958万円　16.1％
（道路、公園、都市計画などの費用）

衛生費　10億6,755万円　5.8％
（健康診断、ごみ処理、放射能
　対策などの費用）

民生費　43億4,309万円　23.4％
（福祉、子育て支援などの費用）

教育費　38億3,130万円　20.7％
（学校、公民館、図書館などの費用）

農林水産業費　５億4,647万円　2.9％
（農業振興などの費用）

消防費　８億4,573万円　4.6％
（消防、防災などの費用）

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
支
出
額

を
平
成
25
年
３
月
末
現
在
の
人
口

４
７
１
９
６
人
で
割
っ
た
お
お
よ
そ
の

金
額
で
す
。

【
市
民
一
人
の
歳
出
額
】

一
人
あ
た
り　

39
万
２
５
５
８
円

  総務費
38,160円

  民生費
92,022円

  衛生費
22,619円

農林水産業費
　11,579円

  土木費
63,132円

  消防費
17,920円

  教育費
81,179円

  公債費
28,181円

  その他
37,766円

市役所管理などの費用
福祉、子育て支援
などの費用

健康診断、ごみ処理、
放射能対策などの費用農業振興などの費用

道路、公園、都市計画
などの費用消防、防災などの費用学校、公民館、図書館

などの費用
借入金（市債）の
返済金

議会運営、商工振興
などの費用
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平成24年度決算の概要

財政健全化判断比率
　自治体の財政破綻を未然に防ぐため、国が財政状況を
より詳しく把握し、悪化した団体に対して早期に健全化
を促すため、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律
（財政健全化法）」が平成21年４月に施行されました。
　市では、財政破綻を未然に防ぐため毎年度、財政指標
（健全化判断比率・資金不足比率）を算定しています。
　平成24年度決算に基づく健全化判断比率・資金不足比
率は次のとおりで、平成23年度と比べ改善されています。

実質赤字比率…福祉、教育、まちづくりなどを行う地方公共団
体の一般会計などの赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度
を示すもの。
連結実質赤字比率…すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方
公共団体全体としての赤字の程度を指標化し、地方公共団体全
体としての財政運営の深刻度を示すもの。
実質公債費比率…借入金（地方債）の返済額およびこれに準じ
る額の大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示すもの。
将来負担比率…地方公共団体の一般会計などの借入金（地方債）

や将来支払っていく可能性のある負担などの現時点での残高の
程度を指標化し、将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを
示すもの。
資金不足比率…公営企業の資金不足を、料金収入などと比較し
て指標化し、経営状態の深刻度を示すもの。
早期健全化基準…地方公共団体が、財政収支が不均衡な状況そ
の他の財政状況が悪化した状況において、自主的かつ計画的に
その財政の健全化を図るべき基準。４つの指標のうち１つでも
基準以上になると「早期健全化団体」に指定されます。

市の借入（市債）はいくら？

340億

4,530万円

取手地方広域下水道
組合　20.4％
　69億3,485万円

一般会計  46.2％　
157億2,947万円

常総地方広域市町村圏
事務組合　7.6％
　26億422万円　

農業集落排水事業
特別会計　6.6％
　22億3,377万円

公共下水道事業特別会計　15.2％
　51億8,079万円

水道事業会計　4.0％
　13億6,220万円

※常総地方広域市町村圏事務組合などの一部事務組合地方債
現在高については、当市の負担割合で算出
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つ
く
ば
み
ら
い
市
の
平
成
24
年
度

決
算
を
審
査
し
た
と
こ
ろ
、
審
査
に

付
さ
れ
た
各
決
算
書
は
、
関
係
法
令

に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
予

算
の
執
行
は
全
般
的
に
お
お
む
ね
適

正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
歳
入
総

額
は
、
２
９
７
億
８
１
９
１
万
円
、

歳
出
総
額
は
、
2
８
３
億
３
８
８
万

円
で
し
た
。
対
前
年
度
比
は
、
歳
入

で
８
・
３
㌫
、
歳
出
で
10
・
７
㌫
、
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は

１
９
４
億
８
１
２
９
万
円
、
歳
出
総

額
は
１
８
５
億
２
７
１
７
万
円
で
、

歳
入
総
額
が
９
億
５
４
１
２
万
円
上

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
財
政
分

析
指
標
の
財
政
力
指
数
は
０
・
74（
過

去
３
年
間
の
平
均
値
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
指
数
が
１
に
近
づ
く
ほ

ど
財
源
に
余
裕
が
あ
る
と
さ
れ
、
１

を
上
回
る
と
普
通
交
付
税
が
交
付
さ

れ
ま
せ
ん
。
次
に
、
経
常
収
支
比
率

は
84
・
４
㌫
と
な
っ
て
お
り
、
一
般

的
に
は
75
㌫
程
度
に
お
さ
ま
る
こ
と

が
妥
当
と
考
え
ら
れ
、
当
市
は
連
年

80
㌫
を
超
え
て
い
る
の
で
注
意
喚
起

が
必
要
で
す
。
経
常
的
歳
出
の
さ
ら

な
る
削
減
に
努
め
、
財
政
の
硬
直
化

を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

次
に
市
税
に
つ
い
て
、
一
般
会
計

の
歳
入
の
う
ち
、
自
主
財
源
で
あ

る
市
税
は
69
億
３
２
１
０
万
円
で
、

歳
入
総
額
に
占
め
る
割
合
は
35
・
６

㌫
で
す
。
昨
年
度
に
比
べ
２
・
９
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
は

33
億
４
９
６
０
万
円
で
、
歳
入
総
額

に
占
め
る
割
合
は
17
・
２
㌫
で
前
年

度
に
比
べ
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
に
比
べ
、
自

主
財
源
が
減
少
し
、
依
存
財
源
が
増

加
し
ま
し
た
。
今
後
も
市
と
議
会
が

一
体
と
な
っ
て
創
意
工
夫
し
、
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
翌
年
度
へ
の
繰
越
額
は
、
歳

入
歳
出
の
差
額
か
ら
繰
越
明
許
費

を
引
い
た
７
億
８
２
１
４
万
円
で

す
。
当
初
１
５
０
億
４
１
３
１
万
で

ス
タ
ー
ト
し
た
予
算
は
、
９
回
の
補

正
予
算
と
継
続
費
お
よ
び
繰
越
事
業

費
繰
越
財
源
充
当
額
を
含
め
、
予
算

現
額
１
９
７
億
１
２
９
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
歳
出
で
は
、
予
算
現
額
か

ら
支
出
済
額
な
ど
を
引
い
た
と
こ
ろ

６
億
７
８
６
万
円
が
不
用
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
歳
入
で
は
、
市

税
や
地
方
交
付
税
が
当
初
予
算
よ
り

大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す
。
今
後
の
予

算
計
上
時
の
見
積
り
は
、
よ
り
適
正

に
、
し
か
も
慎
重
に
見
積
り
し
、
予

算
計
上
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

最
後
に
、
入
札
に
関
し
、
入
札
の

透
明
性
が
向
上
で
き
る
電
子
入
札
制

度
の
導
入
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
準

備
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

実質赤字 連結実質赤字 実質公債費 将来負担

平成24
　　年度

－ － 12.0 60.1

（13.21） （18.21） （25.0） （350.0）

平成23
　　年度

－ － 12.3 64.5

（13.24） （18.24） （25.0） （350.0）

■健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

※「－」は赤字額がないことを表しています。
※下段（　）書きは、早期健全化基準
■資金不足比率
　資金不足の会計（水道事業会計・公共下水道事業特別会計・
農業集落排水事業特別会計）はありません。
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税
が
支
え
る
み
ん
な
の
く
ら
し

〜
納
期
内
納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
〜

■
市
税
の
収
納
状
況

　

平
成
24
年
度
の
市
税
の
調
定
額

（
収
入
予
定
額
）
は
、
71
億
７
３
９

８
万
円
で
、
収
入
済
額
は
69
億
３
２

1
０
万
円
で
す
。
徴
収
率
は
、
96
・

６
㌫
で
、
昨
年
度
と
比
較
す
る
と

0
・
１
㌫
増
加
し
て
い
ま
す
。

税目別 調定額 収入済額 徴収率
市民税 33億7,184万円 32億4,592万円 96.3％

固定資産税 30億5,042万円 29億4,667万円 96.6％

軽自動車税 9,110万円 8,638万円 94.8％

たばこ税 ３億1,676万円 ３億1,676万円 100.0％

都市計画税 ３億4,386万円 ３億3,637万円 97.8％

計 71億7,398万円 69億3,210万円 96.6％

市税の収納状況（平成24年度決算）

■
納
税
に
つ
い
て

　

納
税
は
、
国
民
の
義
務
で
あ
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
快
適
な
く
ら
し
を

提
供
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で

す
。
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
い

【
滞
納
処
分
の
手
順
】

■
滞
納
処
分
（
差
押
え
）

■
督
促
状
を
発
送

（
督
促
手
数
料
…
１
通
１
０
０
円
）

■
納
期
限
ま
で
に
納
税
さ
れ
な

　

い
方

⇦

■
催
告
（
文
書
催
告
、
電
話
催

告
、
訪
問
催
告
）
⇦⇦

※固定資産税には国有資産等所在市町村交付金を含む。
※徴収率＝収入済額÷調定額

　

滞
納
処
分
と
は
、
納
税
義
務
者
の

所
有
す
る
財
産
（
預
貯
金
・
給
与
・

■
納
税
相
談
の
ご
案
内

　

事
情
に
よ
り
市
税
の
納
期
限
内
で

の
納
付
が
困
難
な
場
合
や
、
納
付
方
法

な
ど
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
お
早
め

に
収
納
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
税
な
ど
の
納
付
は

　
　
　
　

確
実
な
口
座
振
替
で
！

■
口
座
振
替
の
申
し
込
み
方
法

　

次
の
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、
口

座
を
お
持
ち
の
指
定
金
融
機
関
窓
口

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
預
貯
金
通
帳
（
ま
た
は
、
口
座
番

　

号
の
確
認
が
で
き
る
も
の
）

・
通
帳
の
届
出
印

・
口
座
振
替
依
頼
書　

※
依
頼
書
の
用
紙
は
、
市
内
お
よ
び

近
隣
の
指
定
金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
ま
た
は
郵
便
局
、
収
納
課
窓
口

に
用
紙
が
ご
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
各
納
税
通
知
書
に
も
税
目
ご

と
の
依
頼
書
が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す

■
口
座
振
替
の
注
意
点

○
お
申
し
込
み
は
、
各
納
期
限
の
1
カ

月
前
（
た
だ
し
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
２

カ
月
前
）
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
口
座
振
替
日
に
、
残
高
不
足
な
ど

に
よ
り
口
座
振
替
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
収
納
課
か
ら
該
当
す
る
納
付

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
金
融
機
関

窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付

書
送
付
後
も
納
付
が
無
か
っ
た
場
合

は
、
督
促
状
が
発
送
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
各
口
座
振
替
日
の

前
日
ま
で
に
預
金
残
高
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
残
高
不
足
に
よ
り
1
年
間
、
口
座

振
替
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
職
権
で

停
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
納
期
限
後
の
再
引
き
落
し
は
で
き

ま
せ
ん
。

○
領
収
に
つ
い
て
は
、
預
金
通
帳
へ

の
記
帳
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
領
収

書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
）

　

  

伊
奈
庁
舎
収
納
課  

☎
58
‐

２
１
１
１
（
内
線
１
１
４
４
）

問

。

■
口
座
振
替
で
き
る
市
税

・
固
定
資
産
税
（
都
市
計
画
税
を
含
む

・
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）

・
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
分

●
次
の
各
種
料
金
に
つ
い
て
も
、
口

　

座
振
替
が
で
き
ま
す
。

・
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
分
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通

　

徴
収
分
）

・
保
育
料

・
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金

・
市
営
住
宅
使
用
料

・
分
譲
住
宅
地
代

・
上
下
水
道
料
金
（
11
月
か
ら
は
取

　

手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
分
も
可
能
）

・
下
水
道
受
益
者
負
担
金
（
取
手
地

　

方
広
域
下
水
道
組
合
分
を
除
く
）

・
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
事
業
分

　

担
金

※
問
い
合
わ
せ
は
、
各
担
当
課
へ
お

願
い
し
ま
す
。

）

項目 件数
給与・年金
・預金など

177

税還付金 104

不動産 42

合計 323

　  差押実績
（平成24年度）

た
だ
け
な
い
場
合
、
督
促
手
数
料
や

延
滞
金
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
た
り
、滞
納
処
分
（
差
押
え
）

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

市長公式facebook市長公式facebook
　市では、市民の皆さんに市政を身
近に感じていただくため、市長公式
facebookを公開しています。
　市内で開催されるイベントや市内外

生
命
保
険
・
不
動
産
な
ど
）
を
調
査
・

把
握
し
、
差
押
え
を
し
て
税
に
充
て

る
こ
と
で
す
。

で開催される会議など、さまざまな市政情報を随時
発信しています。市ホームページ「市長の部屋」よ
り閲覧できますので、でひご覧ください。

■
口
座
振
替
の
特
徴

○
納
付
期
限
に
自
動
で
振
替
さ
れ
る

の
で
安
心
・
確
実
で
す
。

○
そ
の
都
度
、
市
役
所
・
金
融
機
関

へ
納
付
に
行
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん

○
一
度
申
し
込
ま
れ
る
と
、
翌
年
度

も
継
続
し
て
口
座
か
ら
振
替
さ
れ
ま

す
。

。

）
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「
消
費
者
被
害
ゼ
ロ
」
を
め
ざ
し
て
！

「
消
費
者
被
害
ゼ
ロ
」
を
め
ざ
し
て
！

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
設
５
周
年

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
設
５
周
年

消
費
者
被
害
を
防
い
で
地
元
の
経
済
発
展
を
！

　

平
成
20
年
10
月
10
日
に
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
こ
の
10
月

で
５
周
年
を
迎
え
ま
す
。

1
年
間
の
相
談
件
数
は
２
５
２
件

相
談
金
額
に
す
る
と
、
約
４
億
６
千
万
円

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
あ
っ
せ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　

法
律
の
改
正
に
つ
な
が
る
？

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
相
談
を

受
け
て
必
要
が
あ
れ
ば
事
業
者
と
あ

っ
せ
ん
（
交
渉
）
を
し
ま
す
。
こ
の

あ
っ
せ
ん
で
問
題
点
を
示
し
、
事
業

者
を
説
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
業
者
が
問
題
点
を
認
め
れ
ば
被
害

救
済
と
な
り
、
表
示
・
勧
誘
方
法
・

契
約
条
項
な
ど
の
改
善
や
、
法
律
の

改
正
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
あ
っ
せ
ん
で
の
解
決
は
、
個
人
の

経
済
的
な
救
済
だ
け
で
な
く
、
被
害

予
防
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は

2
５
２
件
で
、
相
談
金
額
の
合
計
は

約
４
億
６
千
万
円
で
し
た
。中
で
も
、

詐
欺
的
な
投
資
商
法
で
の
被
害
額
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
詐
欺
的
な
商
法
で
失

わ
れ
た
お
金
は
、
本
来
は
地
元
の
商

店
や
健
全
な
企
業
で
使
わ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
悪
質
な
事
業
者
へ
渡

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
つ
く
ば
み

ら
い
市
の
大
き
な
経
済
的
損
失
と
言

え
ま
す
。
消
費
者
被
害
を
防
ぐ
こ
と

は
、
地
元
の
経
済
発
展
に
も
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

問　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
谷
和

原
庁
舎
１
階
）
☎
25
‐
３
２
８
８

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ま
み
り
ん
」

「
ま
み
り
ん
」

　

尊
敬
す
る
郷
土
の
偉
人
「
間ま

み
や宮

林り
ん
ぞ
う蔵
」
か
ら
４
文
字
を
も
ら
い
、
命

名
し
ま
し
た
。
毎
日
市
内
を
測
量
し

な
が
ら
、
悪
質
商
法
の
見
張
り
を
し

て
い
ま
す
。
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
役
立

つ
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

相
談
の
ポ
イ
ン
ト

●
「
お
か
し
い
な
？
」「
ト

　

ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
か
な
？

　

と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
相

　

談
す
る
。

」

●
で
き
る
だ
け
、
契
約
し
た

　

本
人
が
相
談
す
る
。

●
契
約
書
な
ど
の
関
連
す
る

　

書
類
を
そ
ろ
え
て
お
く
。

　

電
話
で
相
談
す
る
場
合
は

　

必
ず
手
元
に
用
意
し
て
相

　

談
す
る
。

、
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昨
年
12
月
に
「
消
費
者
教
育

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施

行
さ
れ
、
誰
も
が
、
ど
こ
に
住

ん
で
い
て
も
、生
涯
を
通
じ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
で
消
費
者
教
育

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
で
は
よ
り
啓
発
業
務

に
力
を
入
れ
、
市
内
の
各
地
に

出
向
き
、
積
極
的
に
出
前
講
座

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

講
座
で
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ク
イ
ズ

な
ど
を
交
え
て
楽
し
く
学
び
、
被

害
防
止
に
役
立
つ
よ
う
、
最
新
の

情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
集
ま
り
・
グ
ル
ー
プ
活

動
・
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
・
職
場

で
の
研
修
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
出
前
講
座
を
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
講
師
に
係
る
費
用
は

無
料
で
す
。

開催日時 ：平日の午前10時～午後４時までの２時間

講座内容：子どもから高齢者までの各ライフステージ
　　　　　に応じた内容をご用意しています。

■
出
前
講
座
実
施
例

●
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
る
方
向
け

・
パ
パ
マ
マ
気
を
つ
け
て
！
防
ご
う

　

子
ど
も
の
誤
飲
事
故

●
児
童
・
生
徒
・
保
護
者
向
け

・
親
子
で
考
え
る　

携
帯
・
ネ
ッ
ト

　

ト
ラ
ブ
ル

・
契
約
に
強
く
な
ろ
う
！

●
成
人
・
高
齢
者
向
け

・
最
新
の
消
費
者
被
害
を
知
ろ
う
！

出前講座をご利用ください出前講座をご利用ください

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は

　
　
　
　

ど
の
よ
う
な
相
談
を
受
け
て
い
る
の
？

■
消
費
生
活
相
談

　

消
費
者
と
事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル

を
解
決
す
る
た
め
に
、
公
正
な
立
場

で
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。（
個
人
間

の
ト
ラ
ブ
ル
・
事
業
者
間
の
ト
ラ
ブ

ル
・
労
働
問
題
な
ど
は
、
原
則
と
し

て
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
）

■
多
重
債
務
相
談

　

返
済
の
た
め
に
金
融
業
者
か
ら
借

り
入
れ
を
繰
り
返
し
て
い
た
り
、
収

入
が
減
っ
た
な
ど
の
理
由
か
ら
、
返

し
き
れ
な
い
借
金
を
抱
え
て
し
ま
っ

た
相
談
者
の
家
計
や
借
り
入
れ
の
状

況
を
聴
き
、
法
律
の
専
門
家
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

■
個
人
情
報
相
談

　

事
業
者
と
の
個
人
情
報
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

相
談
件
数
ベ
ス
ト
３

第
１
位　

運
輸
・
通
信
サ
ー
ビ
ス

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
無
料
の
ア
ダ

　

ル
ト
動
画
を
見
よ
う
と
18
歳
以
上

　

を
タ
ッ
プ
し
た
ら
、
９
万
円
請
求

　

さ
れ
た
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
か
ら
出
会
い

　

系
サ
イ
ト
へ
誘
導
さ
れ
、
ポ
イ
ン
ト

　

代
は
相
手
が
支
払
う
と
言
う
の
で
高

　

額
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
を
し
た
が
、

　

相
手
か
ら
支
払
い
が
な
い
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の

よ
う
な
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

第
２
位　

金
融
・
保
険
サ
ー
ビ
ス

・
医
療
費
の
支
払
い
の
た
め
に
ク
レ

　

ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
借
り
入
れ
を
し

　

た
が
、
返
済
が
苦
し
い
。

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
た
後
で
別

　

の
会
社
か
ら
電
話
が
あ
り
「
パ
ン

第
３
位　

土
地
・
建
物
・
設
備

・
訪
問
販
売
で
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

　

を
勧
め
ら
れ
た
。
初
期
投
資
分
は

　

売
電
で
元
が
取
れ
る
と
説
明
さ
れ

　

た
が
、
本
当
だ
ろ
う
か
。

・
職
場
に
投
資
用
マ
ン
シ
ョ
ン
を
勧

　

誘
す
る
電
話
が
頻
繁
に
あ
る
。
断

　

っ
て
も
し
つ
こ
く
か
け
て
く
る
の

　

で
困
っ
て
い
る
。

　

フ
レ
ッ
ト
が
届
い
た
人
し
か
買
え

　

な
い
。
代
わ
り
に
買
っ
て
く
れ
れ

　

ば
高
く
買
い
取
る
」
と
言
わ
れ
、

　

社
債
を
購
入
し
た
が
、
連
絡
が
取

　

れ
な
く
な
っ
た
。

高
齢
者
の
方
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
！

　

契
約
者
の
年
代
別
件
数
を
見
る

と
、
70
歳
代
の
方
か
ら
の
相
談
が
最

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
か

ら
の
相
談
が
多
い
の
は
、
つ
く
ば
み

ら
い
市
の
特
徴
で
す
。

　

商
品
分
類
別
に
相
談
件
数
を
見
る

と
、
20
歳
未
満
か
ら
50
歳
代
ま
で
の

各
年
代
の
1
位
は
、運
輸
・
通
信
サ
ー

ビ
ス
で
、
中
で
も
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
（
有
料
サ
イ
ト
や
出
会
い
系
サ

イ
ト
）
に
関
す
る
相
談
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

60
歳
代
の
1
位
は
食
品
に
関
す
る

相
談
で
「
健
康
食
品
を
送
る
と
い
う

電
話
が
来
た
。頼
ん
だ
覚
え
は
な
い
」

な
ど
の
、
送
り
つ
け
商
法
の
相
談
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

70
歳
代
以
上
で
は
、
金
融
・
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
相
談
が
1
位
で
、
多
重

債
務
や
投
資
商
品
に
関
す
る
相
談
が

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。０

10

20

30

40

50

20
歳
未
満

20
歳
代

70
歳
代

60
歳
代

50
歳
代

40
歳
代

30
歳
代

80
歳
代
以
上

そ
の
他
・
不
明

件数

11

26
32

44

30

41

52

11
５

出前講座の様子
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伊
奈
庁
舎
企
画
課　

☎
58
‐

２
１
１
１
（
内
線
１
２
２
２
）

問

デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
愛
称
募
集

　

市
で
は
、
平

成
26
年
４
月
よ

り
新
た
に
「
デ

マ
ン
ド
乗
合
タ

ク
シ
ー
（
※
）」

の
運
行
開
始
に

※
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
と

は
、事
前
に
電
話
な
ど
で
予
約
し
、

複
数
の
方
が
乗
り
合
い
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
希
望
す
る
場
所
か
ら
目
的

地
（
市
内
の
み
）
に
、
タ
ク
シ
ー

車
両
が
送
迎
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
募
集
内
容
…
市
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ

　

ク
シ
ー
の
愛
称

　

愛
称
（
ふ
り
が
な
を
つ
け
て
く
だ

　

さ
い
）、
愛
称
の
説
明
（
1
０
０

　

字
程
度
）、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

　

が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職

　

業
、
学
校
名
（
児
童
・
生
徒
の
方

　

の
み
）
を
記
入

▼
応
募
条
件
…
市
内
に
居
住
ま
た
は

　

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
で
、
１

　

人
２
点
ま
で
の
応
募
が
可
能

▼
応
募
締
切
…
11
月
１
日
㈮　

正
午

　

必
着

▼
応
募
方
法
…
市
内
の
公
共
施
設
に

　

設
置
し
て
あ
り
ま
す
応
募
用
紙
を

　

直
接
持
参
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
応
募
フ
ォ
ー
ム
（
市
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設
置
）
の
い
ず
れ

　

か
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

で
き
ま
す
。

▼
提
出
先
…
〒
３
０
０
‐
２
３
９
５

（
つ
く
ば
み
ら
い
市
福
田
1
９
５
）

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
役
所
企
画
課
宛

　

／
Ｆ
Ａ
Ｘ
…
０
２
９
７
‐
58
‐
５

　

６
１
１

▼
選
考
方
法
…
市
地
域
公
共
交
通
会

　

議
で
選
考
し
ま
す
。

▼
採
用
作
品
の
発
表
…
広
報
紙
・
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
表
し
、
採

　

用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

※
採
用
し
た
愛
称
に
複
数
応
募
が

あ
っ
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

・
採
用
作
品
に
関
す
る
一
切
の
権
利

　

は
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
に
帰
属
す

　

る
も
の
と
し
、
応
募
作
品
は
返
還

　

し
ま
せ
ん
。

・
応
募
者
は
、
こ
の
要
領
を
す
べ
て

　

了
承
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

・
記
入
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
本
人
の

　

承
諾
な
し
に
こ
の
募
集
事
務
以
外
に

　

利
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
ご
注
意
…
現
在
、運
行
中
の
コ
ミ
ュ

　

ニ
テ
ィ
バ
ス
（
み
ら
い
号
）
に
つ

。

茨
城
県
知
事
選
挙
結
果

　

茨
城
県
知
事
選
挙
が
９
月
８
日
に

行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
橋は
し
も
と本

昌ま
さ
る

氏
が
当
選
し
ま
し
た
。
本
市
に

お
け
る
投
票
・
開
票
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
投
票
結
果

・
当
日
有
権
者
数　

３
８
３
４
１
人

・
投
票
者
数　

９
９
３
４
人

・
投
票
率　

25
・
91
％

※
期
日
前
投
票
に
よ
る
投
票
は
、

２
０
０
７
人
で
し
た
。

■開票結果

届出順 候補者氏名
得票数
（本市）

得票数
（茨城県）

１ 橋本　まさる 5,920 489,832

２ 田中　しげひろ 3,841 257,625

　

  

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
伊
奈
庁

舎
総
務
課
内
）　

☎
58
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
２
１
４
）

問

　

き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
利
用

　

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
今
後
も
よ

　

り
効
率
的
で
効
果
的
な
運
行
を
目

　

指
し
ま
す
。　

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26

年
２
月
頃
に
全
戸
へ
配
布
予
定
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
８
回
市
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す

11
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰　

両
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
き
ら
く
や
ま

　
　
　

ふ
れ
あ
い
の
丘
会
場
】

発発
表
の
部

　

世
代
ふ
れ
あ
い
の
館
ス
テ
ー
ジ
に

て
、２
日
間
に
わ
た
り
47
の
団
体
が
、

華
麗
な
ダ
ン
ス
や
舞
踊
、
演
奏
な
ど

を
披
露
し
ま
す
。

展
示
の
部

　

世
代
ふ
れ
あ
い
の
館
…
16
団
体

　

す
こ
や
か
福
祉
館
…
10
団
体

【
谷
和
原
公
民
館
会
場
】

展
示
の
部

　

彫
刻
・
書
道
・
絵
画
な
ど
17
団
体

が
参
加
し
ま
す
。

【
体
験
コ
ー
ナ
ー
】

▼
世
代
ふ
れ
あ
い
の
館

・
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー　

・
機
織
り

・
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

　

ジ
メ
ン
ト

・
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

▼
す
こ
や
か
福
祉
館

・
お
茶
会
（
２
日
の
み
）

・
囲
碁
将
棋
体
験
（
３
日
の
み
）

▼
谷
和
原
公
民
館

・
き
も
の
礼
法
教
室
な
ど

【
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
数
量
限
定
）】

①
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
の
方
（
両
会
場

　

と
も
先
着
１
５
０
人
）
に
粗
品
を

　

プ
レ
ゼ
ン
ト

※
両
日
そ
れ
ぞ
れ
、
１
人
１
個
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
（
両
会

　

場
と
も
先
着
90
人
）
に
文
具
セ
ッ

　

ト
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

世
代
ふ
れ
あ
い
の
館
、
谷
和
原
公

民
館
の
両
会
場
で
配
布
し
ま
す
。　

※
粗
品
・
文
具
セ
ッ
ト
な
ど
は
、
な

く
な
り
次
第
、
終
了
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、
文
化
祭
チ
ラ
シ
（
10
月

末
配
布
）
に
て
、
確
認
く
だ
さ
い
。

　

す
こ
や
か
福
祉
館
、
谷
和
原
公
民

館
で
開
催
し
、
市
内
小
中
学
生
の
作

品
３
９
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

  

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
９
３
１
１
）

問

向
け
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
広
く
親
し
ま
れ

る
よ
う
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

【
児
童
生
徒
書
写
、
絵
画
展
】

申
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谷
和
原
庁
舎
産
業
経
済
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
５
２
）

問
申

「
つ
く
ば
み
ら
い
ブ
ラ
ン
ド
」

　
　
　
　
　
　

認
証
マ
ー
ク
を
募
集

　

市
で
は
、
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
推
進
す
る
た
め
、
質
の
高
い
地
元

特
産
品
を
「
つ
く
ば
み
ら
い
ブ
ラ
ン

ド
」
と
し
て
認
証
し
、
市
内
外
へ
広

く
Ｐ
Ｒ
し
、知
名
度
の
向
上
を
図
り
、

消
費
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
こ
の
度
認
証
す
る
特
産
品
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
「
認
証
マ
ー
ク
」

を
募
集
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
内
容

1
．
つ
く
ば
み
ら
い
市
特
産
品
の
シ

　

ン
ボ
ル
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
デ
ザ

　

イ
ン
で
あ
る
こ
と
（
つ
く
ば
み
ら

　

い
市
名
を
含
め
て
の
デ
ザ
イ
ン
で

　

も
結
構
で
す
）

2
．
大
き
さ
は
2
㎝
×
2
㎝
程
度
に

　

縮
小
し
て
も
使
用
で
き
る
デ
ザ
イ

　

ン
で
あ
る
こ
と

3
．
色
は
3
色
以
内
と
し
、
ぼ
か
し

　

や
濃
淡
は
不
可

4
．
単
色
で
表
現
し
て
も
、
イ
メ
ー

　

ジ
や
安
定
感
が
損
な
わ
れ
な
い
デ

　

ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と

5
．
他
の
商
標
な
ど
と
同
一
ま
た
は

　

類
似
し
な
い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ

　

と
6
．
自
作
の
未
発
表
作
品
で
あ
る
も

　

の
に
限
り
ま
す
。

▼
応
募
方
法

1
．
応
募
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。
な

　

お
、1
人
1
点
の
応
募
と
し
ま
す
。

2
．
応
募
は
、
Ａ
４
白
色
用
紙
を
縦

　

長
で
使
用
し
、
枠
外
に
上
下
を
明

　

示
し
て
く
だ
さ
い
。

3
．
応
募
に
当
た
っ
て
は
「
デ
ザ
イ

　

ン
、
デ
ザ
イ
ン
の
趣
旨
、
住
所
、

　

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性

　

別
、電
話
番
号
、職
業
（
学
校
名
）」

　

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

4
．
応
募
は
、
持
参
す
る
か
、
封
書

　

に
よ
る
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

　

で
も
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
電

　

子
メ
ー
ル
に
よ
る
応
募
の
場
合
は

　

デ
ー
タ
量
１
Ｍ
Ｂ
以
下
、
フ
ァ
イ

　

ル
形
式
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
ま
た
は
Ｇ

　

Ｉ
Ｆ
と
し
ま
す
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る

　

応
募
は
不
可
。
持
参
、
郵
送
の
場

　

合
は
折
り
曲
げ
厳
禁
）

●
提
出
先
…
市
役
所
産
業
経
済
課

（
谷
和
原
庁
舎
１
階
）

●
郵
送
先
…
〒
３
０
０
‐
２
４
９
２

（
つ
く
ば
み
ら
い
市
加
藤
２
３
７
）
つ

　

く
ば
み
ら
い
市
役
所
産
業
経
済
課
宛

●E

‐m
ail:sangyoukeizai01@

　

city.tsukubam
irai.lg.jp

※
採
用
作
品
に
関
す
る
一
切
の
権
利

は
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
に
帰
属
す
る

も
の
と
し
、
応
募
作
品
は
返
還
し
ま

せ
ん
。

※
採
用
作
品
を
使
用
す
る
に
あ
た

り
、
作
品
を
補
作
、
修
正
ま
た
は
モ

ノ
ク
ロ
で
利
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
応
募
の
選
定
に
あ
た
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
応
募
作
品
を
公
表
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※
既
発
表
の
デ
ザ
イ
ン
と
同
一
も
し

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
が
徴

収
し
て
い
る
下
水
道
使
用
料
に
つ
い

て
、
11
月
（
９
月
使
用
分
）
か
ら
上

下
水
道
料
金
一
元
化
を
実
施
の
う

え
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
が
上
下
水
道

料
金
と
し
て
徴
収
し
ま
す
。

　

上
下
水
道
料
金
一
元
化
の
実
施
に

あ
た
り
、
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用

料
の
使
用
月
に
対
す
る
請
求
月
を
統

一
し
、
水
道
料
金
・
下
水
道
料
金
の

い
ず
れ
も
使
用
し
た
月
に
対
し
て
、

翌
々
月
の
請
求
と
す
る
た
め
、
10
月

の
下
水
道
使
用
料
の
請
求
に
お
い

て
、
調
整
を
行
い
ま
す
。

※
上
下
水
道
料
金
一
元
化
に
つ
い
て

は
、
井
戸
の
使
用
に
よ
り
下
水
道
使

用
料
の
み
を
納
付
さ
れ
て
い
る
方
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

【
現
在
の
請
求
】

　

水
道
料
金
は
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
が

使
用
し
た
月
に
対
し
て
、
翌
々
月
に
請

求
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
使
用
料
は
、

当
組
合
が
使
用
し
た
月
に
対
し
て
、
３

カ
月
後
に
請
求
し
て
い
ま
す
。

【
調
整
方
法
】

　

８
月
使
用
分
の
請
求
を
10
月
に
繰

り
上
げ
て
請
求
す
る
も
の
と
し
、
10

月
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
７
月
使
用

分
と
８
月
使
用
分
を
請
求
し
ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
業
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

使用月

使用月に対する
請求月 料金の請求水道

料金
下水道
使用料

７月 ９月
10月

水道料金：つくばみらい市
下水道使用料：取手地方広域下水道組合８月 10月

９月 11月 11月 上下水道料金：つくばみらい市

【使用月と請求月の調整】

※下水道使用料の10月請求において、７月使用分および８月使用分の下水
道使用料を請求します。
※７月または８月に公共下水道の使用を開始される方は、納入通知書による
納付のみとなりますので、ご不便をおかけしますがご協力をお願いします。

く
は
類
似
の
作
品
ま
た
は
著
作
権
な

ど
の
侵
害
が
明
確
と
な
っ
た
作
品

は
、
採
用
決
定
後
で
あ
っ
て
も
採
用

を
取
り
消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
応
募
期
間

　

10
月
1
日
㈫ 

〜
31
日
㈭

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
の
消
印
を

有
効
と
し
ま
す
。

※
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
当
日
受

信
で
き
た
も
の
を
有
効
と
し
ま
す
。

▼
各
賞

・
最
優
秀
賞
（
採
用
作
品
）
1
点　

　

3
万
円
分
の
商
品
券
お
よ
び
本
市

　

特
産
品
詰
め
合
わ
せ

・
優
秀
賞
2
点　

　

1
万
円
分
の
商
品
券
お
よ
び
本
市

　

特
産
品
詰
め
合
わ
せ

　
  

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組

合
業
務
課　

☎
０
２
９
７
‐
74
‐

４
１
２
７

問

、
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「
み
ら
い
」
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　

本
市
は
、
平
成
23
年
９
月
に
「
つ

く
ば
み
ら
い
市
義
務
教
育
施
設
適
正

配
置
審
議
会
」
か
ら
、
市
内
の
義
務

教
育
施
設
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
の
答
申
を
受
け
ま
し
た

　

そ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
現
在
、
市

全
体
を
見
渡
し
た
中
で
将
来
の
学
校

教
育
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

「
義
務
教
育
施
設
適
正
配
置
計
画
」

の
策
定
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
平
成
27
年
４
月
に
は
（
仮
称
）

陽
光
台
小
学
校
も
開
校
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

計
画
で
は
「
こ
れ
か
ら
の
つ
く
ば

み
ら
い
市
の
小
・
中
学
校
を
ど
う
す

る
の
か
？
」を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
計
画
策
定
に
際
し
て
、
本
年
度

よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
ア

ン
ケ
ー
ト
や
説
明
会
な
ど
を
通
じ
て

お
伺
い
し
て
い
き
ま
す
。
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

。

計画策定の流れ（予定）

アンケート
説明会など

策定プロセス

 ８月

10月

12月

２月

４月

６月

８月

10月

12月

２月

４月

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

・市民アンケート調査
・保護者アンケート調査

・パブリック
　コメント

（
市
民
説
明
会

　
　

２
回
程
度
実
施
）

・ 義務教育施
設適正配置
審議会

答申

約
７
回
程
度
開
催

つくばみらい市内の義務教育施設の
適正配置について（答申概要）

小学校：１学年２学級（計12学級）以上
中学校：１学年３学級（計 ９学級）以上

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
小
・
中
学
校
の　
　
　

           
　
　
　
　
　
　

将
来
像
を
検
討
し
て
い
ま
す

　　　　　       月・活動時間

 保育所
 申込先

10月
午前９時30分

　　   ～ 11時

11月
午前９時30分

　　   ～ 11時

12月
午前９時30分 

　　　～ 11時

伊奈第１保育所

  山王新田1253(☎58-2422)

22日(火)

運動会ごっこ

19日(火)

音楽鑑賞

４日(水)

触れ合いあそび

伊奈第２保育所

  小張4705(☎58-1025)

22日(火)

運動会ごっこ

６日(水)

秋の散歩

４日(水)

触れ合いあそび

伊奈第３保育所

  長渡呂新田715(☎58-1597)

22日(火)

運動会ごっこ

６日(水)

パネルシアター

９日(月)

リズムあそび

伊奈第４保育所

  狸穴1072-45(☎58-6002)

22日(火)

運動会ごっこ

13日(水)

パネルシアター

10日(火)

触れ合いあそび

谷和原第１保育所

  仁左衛門新田641(☎52-2100)

22日(火)

運動会ごっこ

12日(火)

秋の散歩

10日(火)

触れ合いあそび

谷和原第２保育所

  上小目600(☎52-4217)
子育て支援室「フラワー」をご利用ください。

●参加対象　出産前後の妊産婦および就学前の乳幼児とその保護者

活動予定（10～ 12月）

 

あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
』

あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
』

　

市
立
保
育
所
で
は

「
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
」

   

〜
子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す 

〜

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
保
育
所
の
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、

子
育
て
を
考
え
、
育
児
の
悩
み
を
解

消
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
ご
利
用
に
な
り
た
い
保
育
所
に
、           

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

遊びにきてね遊びにきてね

　

  

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
９
２
１
４
）

問
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施
設
別
施 設 名 称（ 所 在 地 ）

測定日（９／２～６日）
測定値

（地上50㎝）
測定値
（地上1m）

１伊奈第１（山王新田） 0.09 0.09
２伊奈第２（小張） 0.09 0.08
３伊奈第３（長渡呂新田） 0.08 0.07
４伊奈第４（狸穴） 0.10 0.09
５谷和原第１（仁左衛門新田） 0.09 0.09
６谷和原第２保育所
　谷和原幼稚園（上小目）

0.12 0.11

７すみれ（下島） 0.09 0.09
８わかくさ（板橋） 0.09 0.09

小
学
校

９小張（小張） 0.09 0.09
10豊（豊体） 0.12 0.10
11谷井田（谷井田） 0.10 0.11
12三島（下島） 0.10 0.10
13東（足高） 0.09 0.10
14板橋（板橋） 0.10 0.10
15谷原（加藤） 0.09 0.10
16十和（上長沼） 0.10 0.10
17福岡（福岡） 0.08 0.09
18小絹（小絹） 0.09 0.08

中
学
校

19伊奈（市野深） 0.09 0.09
20伊奈東（南太田） 0.13 0.13
21谷和原（古川） 0.12 0.11
22小絹（絹の台） 0.10 0.10

保　

育　

所

保
育
所

幼
稚
園
幼
稚
園

地
区
別

施  設  名  称
測定日（９／２～６日）
測定値

（地上50㎝）
測定値
（地上1m）

小
張

23総合運動公園 0.11 0.11
24常総アイデンティグラウンド 0.06 0.06
25消防団第１分団器具置場 0.18 0.16

豊

26伊奈庁舎 0.10 0.10
27県立伊奈高等学校 0.08 0.08
28県立伊奈特別支援学校 0.10 0.12
29青木コミプラ 0.20 0.17
30豊南部地区処理場 0.13 0.14

谷
井
田

31谷井田コミュニティセンター 0.13 0.15
32中平柳地 0.12 0.14
33間宮林蔵記念館 0.22 0.21

三
島

34山王新田農村公園 0.17 0.16
35中島公民館 0.11 0.10
36消防団第４分団器具置場 0.16 0.14

東
37浅間神社 0.15 0.13
38さるまい自然公園 0.18 0.16

板
橋

39勘兵衛新田児童公園 0.11 0.12
40きらくやまふれあいの丘 0.18 0.15
41歴史公園 0.20 0.17
42高岡・狸穴処理場 0.14 0.13
43板橋コミュニティセンター 0.15 0.12
44消防団第６分団器具置場 0.18 0.17

谷
原

45谷和原庁舎 0.15 0.14
46下小目処理場 0.18 0.16
47上小目中継ポンプ場 0.18 0.16

十
和

48谷和原公民館十和分館 0.14 0.13
49城山運動公園 0.13 0.13
50樛木農村公園 0.13 0.13
51真木集落改善センター 0.11 0.11

福
岡

52谷和原公民館福岡分館 0.13 0.11
53福岡堰さくら公園 0.14 0.12
54消防本部東部出張所 0.13 0.10

小
絹

55小絹コミュニティセンター 0.16 0.14
56西ノ台桜の公園 0.16 0.15
57小絹児童クラブ
　（ふれあいセンター内）

0.14 0.13

58絹の台桜公園 0.14 0.13
59細代新農村集落センター 0.16 0.13
60古民家松本邸 0.19 0.18
61絹ふたば文化幼稚園 0.06 0.07
62ピジョンランド常総保育園 0.10 0.09
63ちびっこハウスエンジェル 0.14 0.12

み
ら
い
平

64みらい平ふたばランド
　 幼稚園・保育園

0.08 0.08

65あい保育園富士見ヶ丘 0.09 0.10
65ちょうちょう公園 0.12 0.13
66石の公園 0.08 0.10
67てんとうむし公園 0.10 0.11

単位：毎時マイクロシーベルト
各施設放射線量率測定結果

※２月より第１月曜日週のみ、測定を実施しています。

野
生
キ
ノ
コ
に
ご
用
心
！

　

秋
は
キ
ノ
コ
が
お
い
し
い
季
節
で

す
。
そ
の
独
特
の
香
り
や
食
感
、
旬

の
味
わ
い
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の

放
射
性
物
質
検
査
の
結
果
、
キ
ノ
コ

類
は
比
較
的
放
射
性
物
質
を
濃
縮
し

や
す
い
食
物
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
当
市
に
お
い
て
も
「
原
木
シ

イ
タ
ケ
」（
※
菌
床
シ
イ
タ
ケ
は
除

く
）は
、い
ま
だ
出
荷
制
限
が
か
か
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

昨
年
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
持

込
み
検
査
で
は
、
自
然
に
生
え
て

い
る
「
ハ
ツ
タ
ケ
」
や
「
ヒ
ラ
タ

ケ
」
に
お
い
て
、
一
般
食
品
の
基
準

値
で
あ
る
１
㎏
あ
た
り
１
０
０
ベ
ク

レ
ル
を
超
え
る
値
が
数
件
検
出
さ

れ
ま
し
た
（
最
大
で
１
㎏
あ
た
り

９
６
９
・
８
ベ
ク
レ
ル
）。
こ
れ
ら
の

野
生
キ
ノ
コ
は
、流
通
目
的
で
な
く
、

正
式
な
検
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
た

め
、
自
主
消
費
に
つ
い
て
も
お
す
す

め
で
き
ま
せ
ん
。
野
生
キ
ノ
コ
の
採

取
、
摂
取
の
際
は
十
分
に
注
意
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す

　

  

伊
奈
庁
舎
安
心
安
全
課
放
射
能

対
策
室　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線

１
２
４
２
）

問

。
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辞令を手にするマクキムさん（中央）と
片庭市長（右）、鈴木団長（左）

▷
啓
発
活
動
の
様
子

市市内内の出の出来来事事
機
敏
な
動
き
、
見
事
な
ホ
ー
ス
さ
ば
き

〜
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
〜

　

第
８
回
つ
く
ば
み
ら
い
市
消
防
団

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
が
９
月
１

日
、
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
各
分
団
の
選
手
た
ち
は
、

30
℃
を
超
え
る
猛
暑
の
中
、
こ
れ
ま

で
の
訓
練
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
、
機
敏
な
動
き
、
見
事
な
ホ
ー
ス

さ
ば
き
を
大
勢
の
観
客
の
前
で
披
露

　

外
国
人
消
防
団
員
が
誕
生

外
国
人
消
防
団
員
が
誕
生

女
性
消
防
団
員
が
防
火
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

　

こ
の
ポ
ン
プ
操
法
は
、
火
災
な
ど

の
消
火
活
動
を
行
う
た
め
の
基
本
的

な
器
具
操
作
・
動
作
で
す
。
大
会
に

向
け
訓
練
は
数
カ
月
に
及
び
ま
す
。

訓
練
の
時
間
は
夜
間
が
中
心
と
な
り

ま
す
が
、
休
日
な
ど
の
早
朝
に
行
わ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

消
防
団
員
が
本
業
を
持
ち
な
が
ら
地

域
の
安
全
の
た
め
昼
夜
を
問
わ
ず
活

動
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
大
会
に
出

場
す
る
選
手
、
訓
練
を
指
導
す
る
指

導
員
、
選
手
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
分
団

員
が
一
つ
の
目
標
に
向
か
い
、
数
カ

月
に
わ
た
り
共
に
活
動
し
ま
す
。

　

大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
こ

と
は
大
き
な
目
標
で
す
が
、
訓
練
を

通
し
て
培
っ
た
技
術
・
精
神
、
数
カ

月
共
に
活
動
し
た
絆
は
、
つ
く
ば
み

ら
い
市
の
防
災
を
支
え
る
大
き
な
力

に
な
り
ま
す
。

■
団
体
の
部

優　

勝　

第
５
分
団
（
東
地
区
）

準
優
勝　

第
10
分
団
（
谷
原
地
区
）

第
３
位　

第
７
分
団
（
板
橋
地
区
）

第
４
位　

第
４
分
団
（
三
島
地
区
）

第
５
位　

第
８
分
団
（
福
岡
地
区
）

※
優
勝
し
た
第
５
分
団
、
準
優
勝
し

た
第
10
分
団
は
、
10
月
13
日
㈰
に
開

催
さ
れ
る
、県
南
北
部
地
区
大
会
に
、

つ
く
ば
み
ら
い
市
消
防
団
を
代
表
し

て
参
加
し
ま
す
。
県
南
北
部
地
区
大

会
に
向
け
た
訓
練
は
、
市
消
防
団
が

一
丸
と
な
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

■
個
人
の
部

最
優
秀
選
手
賞

　

古ふ
る
や谷　

剛ご
う

（
第
10
分
団
）

優
秀
選
手
賞

　

大お
お
や
ま山　

英ひ
で
き樹

（
第
１
分
団
）

　

水み
つ
こ
し越　

一か
ず
と斗

（
第
２
分
団
）

　

安あ
ん
ら
く楽　

潤じ
ゅ
ん
じ
ろ
う

二
朗
（
第
３
分
団
）

　

桑く
わ
ば
ら原　

巨な
お
き樹
（
第
４
分
団
）

　

飯い
い
つ
か塚　

重し
げ
お夫
（
第
５
分
団
）

　

北
き
た
い
ず
み泉　

光み
つ
は
る晴
（
第
６
分
団
）

　

高た
か
だ田　

武た
け
し司
（
第
７
分
団
）

　

石い
し
じ
ま島　

幸こ
う
じ治

（
第
８
分
団
）

　

坂さ
か
の野　

稔と
し
ひ
ろ浩

（
第
９
分
団
）

　

寺て
ら
だ田　

高た
か
あ
き明

（
第
10
分
団
）

　

北き
た
む
ら村　

聡
さ
と
し

（
第
11
分
団
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】

　

市
で
は
、
女
性
な
ら
で
は
の
き
め

細
か
い
ソ
フ
ト
な
面
を
い
か
し
た
活

動
を
す
る
た
め
、
13
人
の
女
性
消
防

団
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
み
ら
い

フ
ェ
ス
タ
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

「
も
し
も
自
分
に
火
が
つ
い
て
し

ま
っ
た
ら
」
を
テ
ー
マ
に
寸
劇
を
披

露
し
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
来
場
さ

れ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
幼
児
へ
の
防
火
啓
発

活
動
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
で
は
、
随
時
女
性
消
防
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
興
味

の
あ
る
方
は
、
安
心
安
全
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
ど
、
市
消
防
団
に
米
国
籍

の
マ
ク
キ
ム
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
さ
ん
が

入
団
（
第
11
分
団
・
小
絹
地
区
）
し
、

外
国
人
消
防
団
員
が
誕
生
し
ま
し

た
。

　

８
月
１
日
に
は
、
片
庭
市
長
、
鈴す

ず
き木

喜き

よ

し

代
志
団
長
や
消
防
関
係
者
出
席
の

も
と
、
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
交
付
式
で
マ
ク
キ
ム
さ
ん
は

「
ど
こ
ま
で
役
に
立
て
る
か
分
か
ら

な
い
が
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
が
あ

れ
ば
協
力
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
片
庭
市
長
か

ら
は
「
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
の
活
動

は
大
変
だ
と
思
う
が
、
外
国
人
の
方

へ
の
通
訳
な
ど
大
い
に
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
歓
迎
し
ま
し
た
。

優勝した第５分団の皆さん（後列）優勝した第５分団の皆さん（後列）
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市
長
杯
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

話題を提供してください！
伊奈庁舎政策秘書課　☎ 58 - 2111（内線1202~1203）
※紙面の都合上、投稿いただいた情報が必ずしも掲載できるとは限りませんの
で、ご了承ください。

～ つくばみらいのわだい ～～ つくばみらいのわだい ～

第
７
回
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

　

第
７
回
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
７
月

22
日
、
筑
波
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

男
女
合
わ
せ
て
１
９
９
人
が
参
加

し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

男
子
の
部
優
勝

　
　
　
　

鈴す
ず
き木　

寛ひ
ろ
ゆ
き之

　

女
子
の
部
優
勝

　
　
　
　

中な
か
む
ら村　

理り

つ

こ
津
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】

　

市
長
杯
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
７
月
27
日
、
28
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
市
運
動
公
園
体
育
館
な
ど

で
、
市
内
外
か
ら
48
チ
ー
ム
５
０
０

人
が
参
加
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

優勝した皆さん

第３位入賞の皆さん

地
域
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

地
域
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
8
月
３
日
、
稲
敷
市
江
戸
崎
総
合

運
動
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
暑
い
中
で
の
競
技
で
し
た
が
、

市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
の
皆
さ

ん
の
活
躍
に
よ
り
、
団
体
種
目
で
見

事
、
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
毎
年
、
県
南
地
域
の

８
市
町
村
の
共
催
で
、
身
体
障
が
い

者
の
地
域
交
流
に
よ
る
自
立
と
社
会

参
加
の
促
進
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
社
会
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

準優勝した皆さん

夜
空
に
輝
く
伝
統
の
「
綱
火
」

　

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
中
、
板

橋
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
、
女
子
の
部
優
勝
、
男

子
の
部
第
３
位
と
ダ
ブ
ル
入
賞
し
ま

し
た
。

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
伝
統
行
事
で

あ
り
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
綱
火
」
が
、

８
月
24
日
、
25
日
に
そ
れ
ぞ
れ
披
露

さ
れ
、
夜
空
に
輝
く
「
綱
火
」
を
見

よ
う
と
駆
け
つ
け
た
大
勢
の
方
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　

24
日
に
行
わ
れ
た
「
小
張
松
下

流
綱
火
」
で
は
、「
ニに

ろ
く
さ
ん
ば
そ
う

六
三
番
叟
」

「
大お

お
と
ね
が
わ

利
根
川
の
船ふ

な
あ
そ遊

び
」「
桃も

も
た
ろ
う

太
郎

鬼お
に
が
じ
ょ
う

ヶ
城
の
戦
た
た
か
い
」
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

25
日
に
行
わ
れ
た
「
高
岡
流
綱

火
」
で
は
、
手
製
の
花
火
で
あ
た

り
一
面
が
火
で
覆
わ
れ
る
「
く
り

こ
み
」
と
い
う
神
事
が
行
わ
れ
た

あ
と
、「
ニに

ろ
く
さ
ん
ば
そ
う

六
三
番
叟
」「
お
と
ぎ
噺
ば
な
し

花は
ん
さ
か
じ
じ
い

咲
爺
」「
高た

か
お
か
ま
る
の
ふ
な
あ
そ
び

岡
丸
之
清
遊
」
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
会
場
に
も
、
夏
休
み
中

の
子
ど
も
た
ち
や
家
族
連
れ
、
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
や
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
持

つ
来
場
者
が
多
く
、
華
麗
に
操
ら
れ

る
「
綱
火
」
や
夜
空
に
打
ち
上
げ
ら

れ
る
奉
納
花
火
に
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。

小張松下流綱火の様子

高岡流綱火「くりこみ」の様子
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び
女
子
ダ
ブ
ル
ス
／
６
ゲ
ー
ム
先

　

取
／
セ
ル
フ
ジ
ャ
ッ
ジ

▼
参
加
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
お

　

よ
び
市
内
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
所
属
者

▼
参
加
費
＝
１
ペ
ア
、
２
０
０
０
円

　
（
当
日
、
受
付
時
に
集
金
）

▼
表
彰
＝
次
の
ペ
ア
各
人
に
賞
状
を

　

授
与
／
優
勝
・
準
優
勝
・
３
位
（
２

　

チ
ー
ム
）

▼
受
付
期
間
＝
10
月
１
日
㈫
〜
16
日
㈬

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
（
総
合
運

動
公
園
内
）　

☎
58
‐
４
０
０
５

　

時
間
を
か
け
ず
に
お
い
し
く
て
ヘ

ル
シ
ー
な
メ
ニ
ュ
ー
を
調
理
実
習
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
が
ん
を
予
防
す
る
食
事
」
で
す
。

▼
日
時
＝
10
月
29
日
㈫　

午
前
10
時

　

〜
午
後
１
時

▼
会
場
＝
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
メ
ニ
ュ
ー
＝
お
麩
の
甘
酢
炒
め
、

　

刻
み
昆
布
と
油
揚
げ
の
煮
物
、
き

　

の
こ
の
み
そ
汁

▼
費
用
＝
２
０
０
円
／
人

▼
定
員
＝
20
人
（
申
込
多
数
の
場
合

　

は
抽
選
）

▼
申
込
期
限
＝
10
月
11
日
㈮

　
　
　

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

事
務
局
（
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）　

☎
25
‐
２
１
０
０

▼
日
時
＝
10
月
27
日
㈰　

午
前
８
時

　

30
分
（
受
付
）

▼
会
場
＝
総
合
運
動
公
園
体
育
館

▼
種
目
＝
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子
ダ

　

ブ
ル
ス
（
各
１
部
・
２
部
・
３
部
）

▼
ク
ラ
ス
＝
１
部
…
上
級
者
お
よ
び

　

中
級
者
の
上
ク
ラ
ス
／
２
部
…
高

　

校
生
お
よ
び
中
級
者
／
３
部
…
中

　

学
生
お
よ
び
初
級
者

※
ク
ラ
ス
分
け
は
、
都
合
に
よ
り
変

更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。　
　

▼
参
加
費
＝
①
中
学
生
と
体
協
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
員
…
９
０
０
円

②
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
…

１
０
０
０
円
③
一
般
…
１
２
０
０
円

※
大
会
当
日
、
不
参
加
の
場
合
で
も

参
加
費
を
徴
収
し
ま
す
の
で
、
代
わ

り
の
参
加
者
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限
＝
10
月
24
日
㈭

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
（
総
合
運

動
公
園
内
）　

☎
58
‐
４
０
０
５

▼
入
居
資
格
＝
①
現
在
住
宅
に
困
っ

　

て
い
る
方
（
持
ち
家
の
あ
る
方
は

　

申
し
込
み
不
可
）
②
市
内
在
住
ま

　

た
は
在
勤
で
あ
る
方
③
原
則
同
居

　

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

　

が
あ
る
方
④
市
民
税
な
ど
を
滞
納

　

し
て
い
な
い
方
⑤
収
入
基
準
に
当

　

て
は
ま
る
方
（
基
準
月
額
…
一
般

　

世
帯
15
万
8
千
円
以
下
／
裁
量
世

　

帯
21
万
4
千
円
以
下
）
⑥
暴
力
団

　

員
で
な
い
方
⑦
ペ
ッ
ト
不
可
⑧
そ

情
報

お知らせらせ
Information－－

申 ･･･ 申し込み先 ･･･ 問い合わせ先問

募

集

し

ま

す

募

集

し

ま

す

問

問
申

ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

健
康
な
体
は
食
事
か
ら

問
申

問
申

問
申

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

市
長
杯
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

▼
主
催
＝
市
体
育
協
会
谷
和
原
テ
ニ

　

ス
ク
ラ
ブ

▼
日
時
＝
11
月
３
日
㈰　

午
前
８
時

　

30
分
か
ら

※
予
備
日
＝
11
月
17
日
㈰

▼
会
場
＝
常
総
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ

　

ー
ト
（
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
７
面
）

▼
試
合
形
式
＝
男
子
ダ
ブ
ル
ス
お
よ

第
８
回
つ
く
ば
み
ら
い
市
長
杯

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
み
ら
い

　

太
極
拳
無
料
体
験

　

日
頃
の
運
動
不
足
を
太
極
拳
で
解

消
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
の
中
で
足

腰
の
筋
肉
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
18
日
㈮　

午
後
１
時

▼
場
所
＝
小
絹
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
人
員
＝
20
人
（
先
着
順
）

▼
講
師
＝
塚つ
か
は
ら原　

佳か

よ

こ
代
子
氏

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
み
ら
い

事
務
局　

☎
58
‐
４
５
６
６　

担

当
鈴す

ず
き木　

☎
０
８
０
‐
１
２
２
４
‐

５
４
１
１

「
う
ち
エ
コ
診
断
」

　
　
　

参
加
家
庭
募
集

　

あ
な
た
の
お
家
に
合
っ
た
「
省
エ

ネ
対
策
」
を
提
案
し
ま
す
。

　

茨
城
県
で
は
、
家
庭
に
お
け
る
省

エ
ネ
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
希

望
世
帯
に
「
う
ち
エ
コ
診
断
」
を
実

　

の
他
諸
条
件
あ
り

▼
募
集
戸
数
＝
２
戸

▼
場
所
・
間
取
り
＝
①
古
川
住
宅（
古

　

川
９
５
８
‐
３
）
３
Ｄ
Ｋ
②
秋
葉

　

山
住
宅
（
狸
穴
１
０
７
２-

４
）

　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃
＝
所
得
と
家
族
構
成
に
よ
り

　

変
動

▼
募
集
期
限
＝
10
月
18
日
㈮

▼
入
居
開
始
予
定
日
＝
12
月
１
日
㈰

▼
決
定
方
法
＝
所
得
が
低
く
、
住
宅

　

に
困
っ
て
い
る
度
合
い
の
高
い
方

　

を
選
考
し
決
定

　

 
谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
６
２
）

〜
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10
月
21
日
㈪
〜
27
日
㈰
は
「
行
政

相
談
週
間
」
で
す
。

　
「
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い
て
見
通
し

が
悪
い
」、「
分
か
り
づ
ら
い
道
路
案
内

標
識
を
改
善
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
困
っ
て
い
る

こ
と
、
望
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
そ
ん
な
と
き
は
、
行
政
相

談
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
の
声
を
行
政
に
お
届
け
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
広
報
紙
22
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

 

伊
奈
庁
舎
政
策
秘
書
課　

☎
58
‐

２
１
１
１
（
内
線
１
２
０
２
）

～おかしな電話勧誘を受けた時は、市消費生活センター（☎25－3288）までご連絡ください～

防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
（
一
般
社

団
法
人
茨
城
県
環
境
管
理
協
会
）
水

戸
市
元
吉
田
町
１
７
３
６
‐
20　

☎

０
２
９
‐
２
４
８
‐
７
４
３
１　

Ｈ
Ｐ http://w

w
w
.kankyokanri.

or.jp/cei/

◎
予
約
電
話　

☎
58
‐
５
５
５
２

▼
日
時
＝
10
月
10
日
㈭　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時 

▼
場
所
＝
常
陽
銀
行
伊
奈
支
店

　
　
　

常
陽
銀
行
年
金
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９ 

‐
３
０
０
‐
２
８
４
４

　

〜
正
午
／
午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
所
＝
筑
波
銀
行
伊
奈
板
橋
支
店

　
　
　

筑
波
銀
行
伊
奈
板
橋
支
店　

☎
57
‐
０
１
０
０

　

谷
和
原
郵
便
局
で
は
、
毎
月
無
料

の
年
金
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
10
月
20
日
㈰　

午
前
９
時

　

〜
午
後
４
時

▼
場
所
＝
谷
和
原
郵
便
局

※
年
金
請
求
書
の
作
成
、
届
出
代
行

な
ど
の
社
会
保
険
労
務
士
の
業
務
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
郵
便
局
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
扱
う
銀
行
代

理
業
者
で
す
。

　
　
　

谷
和
原
郵
便
局　

☎
52 

‐

２
０
０
１

施
し
て
い
ま
す
。

　
「
う
ち
エ
コ
診
断
」
と
は
、
家
庭

の
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
や
光
熱

費
な
ど
の
情
報
を
も
と
に
、
所
定
の

研
修
を
修
了
し
た
診
断
員
が
、
専
用

診
断
ソ
フ
ト
を
用
い
て
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た「
省
エ
ネ
対
策
」

を
提
案
す
る
も
の
で
す
。

　

診
断
方
法
は
、
診
断
員
が
家
庭
に

出
向
い
て
行
う
「
訪
問
診
断
」、
事

務
局
に
来
所
し
て
い
た
だ
く
「
窓
口

診
断
」、
勤
務
先
事
業
所
な
ど
で
行

う
「
団
体
診
断
」
の
３
通
り
か
ら
選

択
可
能
で
す
。

　

診
断
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

▼
診
断
期
間
＝
12
月
下
旬
ま
で

　

 

【
事
務
局
】
茨
城
県
地
球
温
暖
化

　

10
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
10
月
10
日
㈭
〜
15
日
㈫

※
定
例
総
会
は
、
10
月
25
日
㈮
の
予

定
で
す
。

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会

事
務
局　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線

８
１
２
０
〜
８
１
２
２
）

　

常
陽
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
常

陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士
が
、

無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
年
金
請
求
手

続
き
の
代
行
を
し
て
く
れ
ま
す
。

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

問
申

問
申

常
陽
銀
行

　
　
　

年
金
相
談

谷
和
原
郵
便
局

             

年
金
相
談

農
業
委
員
会
各
種
申
請

問
　   みんなでつくろう　つくばみらいみんなでつくろう　つくばみらい
『市長と “みらい” を語る集い』『市長と “みらい” を語る集い』

　市では、より多くの市民の皆さんの声を市政に反映し、　市では、より多くの市民の皆さんの声を市政に反映し、
皆さんとともに住みやすいまちづくりを進めるため、『市皆さんとともに住みやすいまちづくりを進めるため、『市
長と “みらい” を語る集い』を市内各地で開催します。長と “みらい” を語る集い』を市内各地で開催します。
　地域の課題や要望ではなく、これからのつくばみらい　地域の課題や要望ではなく、これからのつくばみらい
市の展望、新たに出発するつくばみらい市構築のための、市の展望、新たに出発するつくばみらい市構築のための、
皆さんのご提言をお待ちしています。皆さんのご提言をお待ちしています。
【【日時】10月26日㈯　  ①午前10時～日時】10月26日㈯　  ①午前10時～
　　　　　　　　　　　②午後２時～　　　　　　　　　　　②午後２時～
【場所】①谷井田コミュニティセンター【場所】①谷井田コミュニティセンター
　　　　②小絹コミュニティセンター　　　　②小絹コミュニティセンター
【対象】①谷井田地区にお住まいの方【対象】①谷井田地区にお住まいの方
　　　　②小絹地区にお住まいの方　　　　②小絹地区にお住まいの方
　　　　※①②ともに、実施済み地区を除く。　　　　※①②ともに、実施済み地区を除く。
　　　　　　伊奈庁舎政策秘書課　伊奈庁舎政策秘書課　☎58‐2111（内線1202）☎58‐2111（内線1202）

問
問
申

　

筑
波
銀
行

　
　
　

年
金
相
談

　

筑
波
銀
行
で
は
、
年
金
専
門
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
個
別
無
料
年
金
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

親
切
・
丁
寧
に
お
応
え
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
10
月
10
日
㈭　

午
前
10
時

問
申め

ざ
そ
う　

住
み
よ
い

　
　

ま
ち
づ
く
り

　
　
　

〜
行
政
相
談
〜

問

。
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ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
９
日
㈬　

午
前
９
時

　

30
分
〜
正
午

▼
会
場
＝
土
浦
会
場
（
土
浦
市
大
和

　

町
９
‐
１
ウ
ラ
ラ
ビ
ル
５
階　

茨

　

城
県
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
小

　

講
座
室
１
）

▼
申
し
込
み
方
法
＝
当
日
会
場
に
て

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
 

一
般
社
団
法
人　

茨
城
県
不

動
産
鑑
定
士
協
会　

☎
０
２
９
‐

２
４
６
‐
１
２
２
２

　

〜
午
後
４
時

▼
相
談
会
場
＝
つ
く
ば
み
ら
い
市
商

　

工
会
伊
奈
事
務
所
２
階
大
会
議
室

▼
相
談
内
容
＝
茨
城
県
内
の
行
政
書

　

士
が
、
面
談
に
よ
り
、
相
続
、
遺

　

言
、
各
種
許
認
可
な
ど
の
行
政
手

　

続
き
相
談
な
ど
、
暮
ら
し
と
役
所

　

の
諸
手
続
き
に
関
す
る
相
談
に
、

　

直
接
お
答
え
し
ま
す
。

　

 

茨
城
県
行
政
書
士
会   

☎
０
２
９

‐
３
０
５
‐
３
７
３
１

▼
日
時
＝
10
月
５
日
㈯　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

▼
相
談
会
場
＝
守
谷
市
立
高
野
公
民

　

館
（
守
谷
市
高
野
９
３
５
番
地
）

▼
相
談
内
容
＝
借
金
、
土
地
・
建
物
、

　

相
続
、
裁
判
、
会
社
な
ど
に
関
す

　

る
ご
相
談
お
よ
び
こ
れ
に
関
連
す

　

る
登
記
相
談

※
本
相
談
は
無
料
で
す
。
当
日
会
場
に

て
受
け
付
け
し
ま
す
。（
事
前
予
約
不
可
）

※
な
お
、当
日
お
仕
事
な
ど
に
よ
り
、

会
場
に
お
い
で
に
な
れ
な
い
方
の
た

め
に
、
茨
城
司
法
書
士
会
館
に
お
い

て
電
話
相
談
も
行
い
ま
す
。

　

 

茨
城
司
法
書
士
会
（
水
戸
市

五
軒
町
１
丁
目
３
番
16
号
）　

☎

０
２
９
‐
２
２
５
‐
０
１
１
１

▼
日
時
＝
10
月
６
日
㈰　

午
前
10
時

　つくばみらい市商工会では日頃のつくばみらい市商工会では日頃の
ご愛顧に感謝して、総力をあげ秋のご愛顧に感謝して、総力をあげ秋の
イベント「商工祭」を開催します。イベント「商工祭」を開催します。
【日時】10月26日㈯　【日時】10月26日㈯　
　　　　午前９時～午後３時　　　　午前９時～午後３時
　　　　（大雨のときは翌日に順延）　　　　（大雨のときは翌日に順延）
【場所】谷和原公民館広場【場所】谷和原公民館広場
　会場では、新米コシヒカリが当る　会場では、新米コシヒカリが当る
抽選会や、紅白餅まきなどの各種ア抽選会や、紅白餅まきなどの各種ア
トラクションのほか、約30店の模トラクションのほか、約30店の模
擬店が出店する予定です。皆さんの擬店が出店する予定です。皆さんの
ご来場をお待ちしています。ご来場をお待ちしています。
　   　   つくばみらい市商工会つくばみらい市商工会
　　☎58-1700　　☎58-1700

問

問
申

問

問

問
申

「商工祭」の開催について「商工祭」の開催について
　　～お客様感謝デー～　　～お客様感謝デー～

行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

「
法
の
日
」

      
司
法
書
士
法
律
相
談

　

税
理
士
に
よ
る

　
　
　

無
料
税
務
相
談
会

　

関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦
支
部
で

は
、
税
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
い
ま

す
。
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
電
話
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
８
日
㈫
・
23
日
㈬

※
１
人
、
40
分
程
度

▼
場
所
＝
関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦

　

支
部
税
務
相
談
所
（
土
浦
市
東
真

　

鍋
町
２
‐
５
土
浦
市
民
会
館
東
隣
）

※
相
談
予
約
受
付
時
間
は
、
月
〜
金

曜
日
、
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
（
祝

日
を
除
く
）
で
す
。

　
　
　

関
東
信
越
税
理
士
会
土

浦
支
部　

☎
０
２
９
‐
８
２
４
‐

５
０
５
５

高
齢
者
・
障
が
い
者
の

た
め
の
成
年
後
見
相
談

会
・
講
演
会

　

成
年
後
見
の
専
門
家
で
あ
る
司
法

書
士
に
よ
る
、
成
年
後
見
な
ど
に
関
す

る
無
料
相
談
会
お
よ
び
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
内
容
は
「
成
年
後
見
」「
遺

言
」「
相
続
」
な
ど
で
す
。
お
気
軽
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
な
お
、
前
日
ま
で

に
電
話
で
の
ご
予
約
が
必
要
で
す
。

問

不
動
産
無
料
相
談
会

　

不
動
産
鑑
定
士
が
、
不
動
産
の
価

格
な
ど
の
相
談
に
無
料
で
お
応
え
し

▼
日
時
＝
10
月
20
日
㈰　

午
後
１
時

　

〜
午
後
５
時

▼
会
場
＝
ウ
ラ
ラ
ビ
ル
５
階
（
土
浦

　

市
大
和
町
９
‐
１
）
中
講
座
室
１

　
（
講
演
会
場
）、
小
講
座
室
１
（
相

　

談
会
場
）

※
無
料
相
談
会
は
、
10
月
19
日
㈯
に

県
内
６
会
場
で
、
10
月
20
日
㈰
に
水

戸
会
場
で
も
実
施
さ
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
公
社
）
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
茨

城
支
部　

☎
０
２
９
‐
３
０
２
‐

３
１
６
６
／
茨
城
司
法
書
士
会　

☎

０
２
９
‐
２
２
５
‐
０
１
１
１

「
全
国
一
斉
！
法
務
局

　

休
日
相
談
所
」
開
設

　

登
記
、
供
託
、
戸
籍
・
国
籍
、
人

権
擁
護
な
ど
法
務
局
の
取
り
扱
う
業
務

全
般
に
つ
い
て
、
法
務
局
職
員
、
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
公
証
人
お

よ
び
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

　

Ｔ
Ｘ
車
両
基
地
へ
の
入
出
庫
線
の

複
線
化
工
事
の
た
め
、
市
道
１
２
９

号
線
は
、
全
面
通
行
止
と
な
り
ま
す
。

詳
細
は
来
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
工
事
期
間
＝
11
月
〜
平
成
28
年
3

　

月
（
予
定
）

▼
場
所
＝
筒
戸
地
先
（
Ｔ
Ｘ
車
両
基

　

地
東
側
）

▼
規
制
内
容
＝
高
さ
制
限
3
ｍ

　

 

谷
和
原
庁
舎
建
設
課　

☎
58
‐

２
１
１
１
（
内
線
８
１
８
２
）

市
道
１
２
９
号
線
の

仮
設
道
路
設
置
・
高
さ
制
限

問
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す
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
６
日
㈰　

午
前
10
時

　

〜
午
後
４
時
ま
で
（
た
だ
し
、
受

　

付
時
間
は
午
後
３
時
ま
で
）

▼
場
所
＝
龍
ケ
崎
会
場
（
水
戸
地
方

　

法
務
局
龍
ケ
崎
支
局
／
龍
ケ
崎
市

　

２
９
８
５
番
地
）

▼
相
談
内
容
＝
土
地
の
境
界
争
い
、

　

相
続
・
贈
与
・
売
買
な
ど
の
登
記

　

手
続
、
抵
当
権
の
抹
消
手
続
、
地

　

代
家
賃
の
供
託
手
続
、
戸
籍
の
届

　

出
方
法
、
成
年
後
見
制
度
、
夫
婦
・

　

親
子
な
ど
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣

　

と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
セ
ク
ハ
ラ
、
子

　

ど
も
の
い
じ
め
、
Ｄ
Ｖ
問
題
な
ど

※
料
金
無
料
／
予
約
不
可

　

  

水
戸
地
方
法
務
局
龍
ケ
崎
支
局

（
担
当　

高た
か
さ
き崎

）　

☎
０
２
９
７
‐

64
‐
２
６
０
７

　

事
込
）

▼
参
加
費
＝
３
０
０
０
円
（
パ
ー　

　

テ
ィ
ー
代
込
）

▼
締
切
＝
10
月
25
日
㈮
ま
で
（
定
員

　

に
な
り
次
第
締
切
）

　
　
　

や
わ
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

事
務
局
代
表　

青あ
お
き木
（
ピ
ー
シ
ー

ラ
ン
ド
内
）　

☎
52
‐
７
４
７
４　

土つ
ち
だ田　

☎
０
９
０
‐
３
５
２
３
‐

２
４
６
４

　

ア
マ
チ
ュ
ア
演
奏
家
に
よ
る
室
内

楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　

シ
ュ
ー
マ
ン
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク

の
ピ
ア
ノ
四
重
奏
曲
の
ほ
か
、
歌
唱

曲
も
入
る
数
曲
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
10
月
14
日
㈪　

午
後
３
時

　

〜
６
時

▼
場
所
＝
守
谷
国
際
交
流
研
修
セ
ン

　

タ
ー
（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
）

▼
入
場
料
＝
無
料

　

  

石い
し
か
わ川　

☎
52
‐
２
８
４
１

問

問

問

問
申

や
わ
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

第
15
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
　

ゴ
ル
フ
開
催

　

や
わ
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で

は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
開
催
に

あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

募
集
し
ま
す
。

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に
よ
る
収
益
金

は
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
の
寄
附
、
新
入
小
学
生
へ
の

防
犯
ベ
ル
購
入
代
金
に
充
て
ら
れ
ま

す
。

▼
場
所
＝
取
手
国
際
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

▼
日
時
＝
11
月
13
日
㈬

▼
プ
レ
ー
費
＝
１
４
０
０
０
円
（
食

第
二
十
一
回

ロ
グ
ハ
ウ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

第
27
回
間
宮
林
蔵
奉
納
祭

　

林
蔵
太
鼓
保
存
会
が
年
に
一
度
、

開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
郷
土
の

偉
人
で
あ
る
間
宮
林
蔵
先
生
の
立
像

が
岡
堰
・
中
ノ
島
に
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
立
像
を
背
に
和
太
鼓
・
尺
八
の

演
奏
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
13
日
㈰　

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
（
予
定
）

▼
場
所
＝
岡
堰
の
中
ノ
島

※
雨
天
順
延
。
翌
日
（
14
日
）
も
雨

天
の
場
合
に
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

　

  

林
蔵
太
鼓
保
存
会　

会
長　

東ひ
が
し
や
ま
山　

☎
58
‐
１
５
０
７

市
民
公
開
講
演

『
夢
諦
め
ず
、
夢
高
く
、　

　

夢  

い
つ
か
頂
へ  

80
歳

エ
ベ
レ
ス
ト
へ
の「
み
ち
」』

▼
講
師
＝
三み

う
ら浦　

雄ゆ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
氏
（
プ
ロ

　

ス
キ
ー
ヤ
ー
、
登
山
家
、
ク
ラ
ー

　

ク
記
念
国
際
高
等
学
校
校
長
）

▼
日
時
＝
10
月
６
日
㈰　

午
前
10
時

　

30
分
〜
11
時
30
分

犬
・
猫
里
親
探
し
の
会

　

里
親
の
会
は
、
犬
や
猫
が
ほ
し
い

方
と
、
事
情
に
よ
り
犬
や
猫
を
飼
え

な
く
な
っ
た
方
の
仲
介
を
し
ま
す
。 

　

仲
介
の
ほ
か
に「
何
で
も
相
談
会
」

も
実
施
し
ま
す
。
里
親
の
会
に
参
加

す
る
方
は
、
必
ず
事
前
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　

預
か
り
犬
猫
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
月
第
１
日
曜
日　

午
後

　

１
時
〜
３
時
※
雨
天
中
止

▼
場
所
＝
伊
奈
庁
舎
駐
車
場
（
金
融

　

機
関
Ａ
Ｔ
Ｍ
付
近
）

▼
会
費
＝
２
０
０
０
円

　

    

占う
ら
べ部　

☎
58
‐
７
１
６
８

問 問

▼
会
場
＝
エ
ポ
カ
ル
つ
く
ば
「
つ
く

　

ば
国
際
会
議
場
」
大
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料
、
予
約
不
要

　

  

茨
城
県
臨
床
検
査
技
師
会　

事
務
局　

☎
０
２
９
‐
２
４
４
‐

４
７
９
０

　

冬
休
み
海
外
派
遣　

　
　

参
加
者
募
集

▼
内
容
＝
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ク
リ
ス
マ

　

ス
体
験
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
文
化
交

　

流
・
地
域
見
学
・
野
外
活
動
な
ど

▼
派
遣
先
＝
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
サ
イ

　

パ
ン
・
フ
ィ
ジ
ー

▼
日
程
＝
12
月
26
日
㈭
〜
１
月
３
日

　

㈮
の
内
７
〜
９
日
間
（
事
業
に
よ

　

り
異
な
り
ま
す
）

▼
対
象
＝
小
３
〜
高
３
の
方
ま
で　

　
（
事
業
に
よ
り
対
象
学
年
が
異
な

　

り
ま
す
）

▼
定
員
＝
各
グ
ル
ー
プ
20
人

▼
参
加
費
＝
24
・
８
〜
37
・
８
万
円　

（
予
定
）

▼
締
切
＝
11
月
５
日
㈫
（
申
し
込
み

　

先
着
順
）

※
1
人
で
ご
参
加
に
な
る
方
が
８
割

以
上
、
は
じ
め
て
海
外
へ
行
か
れ
る

方
が
７
割
以
上
ご
参
加
さ
れ
ま
す
の

で
、
事
前
研
修
会
で
は
仲
間
作
り
か

ら
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　

公
益
財
団
法
人　

国
際
青

年
研
修
協
会
（
東
京
都
港
区
三
田

５
‐
７
‐
８
‐
９
２
１
）　

☎
03
‐

６
４
５
９
‐
４
６
６
１　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

問
申

http://w
w
w
.kskk.or.jp
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イベント名イベント名 担当団体担当団体

バドミントン教室 体 協 バ ド ミ ン ト ン 部

体力測定（小学生以上が対象）
体 協 バ レ ー ボ ー ル 部
体 協 野 球 連 盟

バウンドテニス『体験するのは、今でしょう！！』バ ウ ン ド テ ニ ス ク ラ ブ
ふれあいソフトバレーボール ソフトバレーボールクラブ
ピンポンで楽しく 体 協 卓 球 部
柔道教室 体 協 柔 道 部

各種サッカーゲーム
体 協 サ ッ カ ー 部
ス ポ 少 サ ッ カ ー

硬式テニス教室※１ 体 協 テ ニ ス 部
ソフトテニス教室 ス ポ 少 テ ニ ス
スピードガン競争 ス ポ 少 野 球
ゲートボール体験教室 体 協 ゲ ー ト ボ ー ル 連 合 会

ターゲットバードゴルフ体験教室
タ ー ゲ ッ ト バ ー ド
ゴ ル フ ク ラ ブ

グラウンド・ゴルフ体験教室 体協グラウンド・ゴルフ部
キンボールを落とさないで キ ン ボ ー ル ク ラ ブ

ふれあい相撲 立 浪 部 屋

ふれあい乗馬体験※２ 柏 乗 馬 ク ラ ブ
ストライクビンゴ 体 協 ソ フ ト ボ ー ル 連 盟
吹き矢でポンポン、風船割り！！※３ ス ポ ー ツ ク ラ ブ み ら い
スポーツチャンバラ 体 協 剣 道 部
剣道体験教室 ス ポ 少 剣 道
フリースロー大会 ス ポ 少 ミ ニ バ ス

みがけ！！どうたいしりょく ス ポ 少 バ レ ー ボ ー ル

輪投げ ス ポ 少 バ ド ミ ン ト ン
少林寺拳法体験教室 ス ポ 少 少 林 寺 拳 法
ダンス体験教室 ス ポ ー ツ ク ラ ブ み ら い
バザー ス ポ ー ツ ク ラ ブ み ら い

※１　ラケット・シューズ持参
※２　小学校低学年までが対象
※３　小学校高学年以上が対象
【注意】
都合により、一部プログラムが変
更になる場合があります。

スポーツフェスティバル開催スポーツフェスティバル開催
第８回つくばみらい市

●日時 10月14日（祝） ●場所 市総合運動公園
午前７時 態度決定（荒天時中止）  　　　　 午後３時　終了
　　９時15分 開会セレモニー　
　　９時30分 スタンプラリーカード配布
　   10時 イベント開始

●内容 　子どもから大人まで、気軽に楽しめる参加型イベントです。
スポーツ教室形式、チャレンジ形式、体験コーナーなど盛
りだくさんのイベントがあります。
　各イベントにおいて豪華賞品も用意していますので、ご
家族そろってご参加ください。

●お知らせ
　駐車台数に限りがあるので、できるだけ相
乗りでお越しください。体育館に入館の際は
室内履きが必要ですのでご持参ください。

問　　　　生涯学習課スポーツ推進室   
　　（総合運動公園内）☎58‐4005

今年も、お相撲さん＆

　お馬さん（ポニー）が

　　　　　　やってくる！
▼場所：市総合運動公園野球場内
▼時間：午前10時～正午（予定）
▼協力：立浪部屋
　　　　柏乗馬クラブ

△昨年の様子▽
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                  レトロな街並みを残す桶川宿で埼玉ゆかりの文学に親しみませんか？
▼期　日　…11月１日㈮　
▼見学地　…○さいたま文学館　○浄念寺　○武村旅館（国指定有形文化財）　
　　　　　　○島村家住宅土蔵（国指定有形文化財）　○中山道宿場館　
　　　　　　○ べに花ふるさと館（昼食休憩）
▼交通機関…行政バス１台およびマイクロバス１台                 
▼募集人員…47人（定員になり次第締め切ります）
▼参加費　…200円（昼食代は別途ご負担願います。窓口にて予約いただき、昼食代金
　　　　　　をお預かりします）   
▼参加資格…市内在住者かつ図書館利用カードをお持ちの方
▼申し込み方法…必ず図書館利用カードをご持参のうえ、参加費を添えて市立図書館（本
　　　　　　　　館）へ申し込んでください。代理人申し込みは受付しませんので、申
　　　　　　　　し込まれるご本人が窓口にお越しください。
▼申込開始…10月１日㈫　午前10時～　　　　　　　　　
▼申し込み・問い合わせ先…図書館（☎58－３７１０）

 

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

　
　図書館休館日
　10月７日㈪　 14日㈪
　　　21日㈪     28日㈪
　　　31日㈭  　

　

　おはなし会
 　10月12日㈯（虹の会）
　 10月26日㈯（図書館）
         午後２時
         ３歳ぐらいから
　
　開館時間
　  午前10時～午後６時

 　
　図書館へのお問い合わせ

　   ☎ 58 - 3
みん

7
なの

1
としょ

0
かん

図書館まつり　開催します！図書館まつり　開催します！
10月５日(土)10月５日(土)午前10時～午後５時午前10時～午後５時

科学あそび
場所：２階会議室
対象：幼児から小学生
時間：午前10時30分～正午
テーマ
・水中エレベーター
　浮力をつかって遊ぼう！

５日
朗読・読み聞かせ発表会
場所：１階おはなし室付近
時間：午後１時30分～４時（予定）
例年、読み聞かせや朗読をされている
グループの方の参加が多いので、その
日頃の練習の成果をぜひ聴きにきてく
ださい。

５日

本のリサイクル市
場所：正面玄関入口付近
除籍した雑誌・図書をお持ちいた
だけます。お一人10冊まで（無料）

両日

市内小学生感想画作品展
場所：２階廊下
市内の小学生が、本を読んだときの
感動を絵にしました。
ぜひご覧ください。
※引き続き13日㈰まで展示します。

両日

武
たけだ

田美
み ほ

穂さん講演会

場所：２階視聴覚室
時間：午後２時～３時30分
　　  （午後１時30分開場）
※先着順、申し込みが必要になり
ますので、お問い合わせください。
詳細は、広報９月１日号に掲載し
ています。

６日

文学散歩文学散歩

　　参加の　　参加のお誘いお誘い

６日(日６日(日))午前10時～午後４時30分午前10時～午後４時30分
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保 健 だ よ り保 健 だ よ り

　
  

健
康
増
進
課
（
谷
和
原
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
25
‐

２
１
0
０

問

　

  

健
康
増
進
課
が
ん
対
策
室

（
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
25
‐
２
１
０
０

問

大
腸
が
ん
検
診
の

 
検
体
提
出
日
が
増
え
ま
す
！

　

み
ら
い
健
診
②
で
は
、
こ
れ
ま
で

大
腸
が
ん
の
検
体
を
後
日
提
出
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
10
月
30

日
㈬
か
ら
始
ま
る
み
ら
い
健
診
②
よ

り
、
検
診
当
日
に
提
出
す
る
こ
と
も

可
能
に
な
り
ま
す
。
受
診
を
予
定
し

て
い
る
方
は
、
次
の
方
法
を
お
読
み

に
な
り
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▼
採
便
容
器
の
受
取
り
・
提
出
方
法

　

事
前
に
設
置
窓
口
で
採
便
容
器
を

　

受
け
取
り
、
自
宅
で
2
日
分
の
便

　

を
採
便
し
、
み
ら
い
健
診
②
の
会

　

場
で
受
付
時
に
提
出
す
る
。

▼
採
便
容
器
設
置
窓
口

・
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
伊
奈
庁
舎
、
谷
和
原
庁
舎
市
民
窓

　

口
課

・
き
ら
く
や
ま
す
こ
や
か
福
祉
館　

　
（
10
月
1
日
㈫
〜
）

・
市
立
図
書
館
（
10
月
1
日
㈫
〜
）

▼
負
担
額
…
3
０
０
円

※
み
ら
い
健
診
②
受
付
時
に
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項

　

み
ら
い
健
診
②
以
外
に
も
大
腸
が

　

ん
検
診
検
体
提
出
日
を
設
け
て
い

　

ま
す
。
日
程
に
つ
い
て
は
、
採
便

　

容
器
の
入
っ
て
い
る
封
筒
に
記
載

　

さ
れ
て
い
ま
す
。

※
採
便
容
器
の
郵
送
に
よ
る
回
収
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
大
腸
が
ん
の
み
の
提
出
の
場
合
で

も
、
他
の
検
診
を
受
診
さ
れ
る
方
同

様
、受
付
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

待
ち
時
間
が
長
く
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

市
が
行
う
が
ん
検
診
は
、
ご
加
入

の
被
保
険
者
証
（
健
康
保
険
証
）
の

種
類
に
関
係
な
く
、
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

実施日
会場・受付時間

9:30 ～ 11:00 13:30 ～ 15:00
10月30日㈬ 総合運動公園研修道場
10月31日㈭ 谷井田コミュニティセンター
11月 １日㈮  小絹コミュニティセンター
11月 ５日㈫ 台営農研修センター
11月 ６日㈬ 三島小学校 板橋コミュニティセンター
11月 ７日㈭ 板橋コミュニティセンター
11月13日㈬ きらくやまふれあいの丘すこやか福祉館
11月14日㈭ 小絹コミュニティセンター
11月15日㈮ 谷和原保健福祉センター

11月までのみらい健診②の日程

40
代
・
50
代
男
性
の
た
め
の

　

お
腹
シ
ェ
イ
プ
塾
参
加
者
募
集

　

最
近
お
腹
が
気
に
な
っ
て
き
た

…
、な
か
な
か
体
重
が
減
ら
な
い
…
、

運
動
が
続
け
ら
れ
な
い
…
、
こ
ん
な

こ
と
を
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
そ
ん
な
働
き
盛
り
の
皆
さ
ん
に

ピ
ッ
タ
リ
の
「
男
性
の
た
め
の
お
腹

シ
ェ
イ
プ
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
、
1
カ
月
間
（
計
3

回
コ
ー
ス
）
限
定
で
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
・
解
消
は
も

ち
ろ
ん
、
健
康
的
な
体
重
・
腹
囲
の

減
少
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
運
動

と
食
事
の
二
つ
の
面
か
ら
皆
さ
ん
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
、
一
緒
に
身

体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！

▼
対
象

・
40
〜
50
歳
の
男
性
で
①
ま
た
は
②

　

に
該
当
す
る
方

　

①
腹
囲
85
㎝
以
上
の
方

　

②
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
の
方

　
【
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体
重
（
㎏
）
÷
身
長

　
（
ｍ
）
÷
身
長
（
ｍ
）】

・
日
程
の
す
べ
て
に
参
加
可
能
な
方

・
医
師
か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い

　

な
い
方

▼
日
程
…
①
11
月
９
日
㈯
（
午
前
９

　

時
30
分
〜
正
午
）
／
②
11
月
16
日

　

㈯
（
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時

　

30
分
）
／
③
11
月
30
日
㈯
（
午
前

　

９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
）

▼
内
容
…
体
重
、
体
脂
肪
、
腹
囲
測

　

定
、
運
動
指
導
、
ミ
ニ
栄
養
講
話

▼
場
所
…
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
…
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
料
…
２
０
０
円
（
11
月
16
日

㈯
、
試
食
の
負
担
額
）

▼
講
師
…
健
康
運
動
指
導
士　

村む
ら
か
み上

　

智と
も
か
ず数
氏
（
株
式
会
社
ビ
ー
ト
）

▼
申
込
期
間
…
10
月
１
日
㈫
〜
25
日

　

㈮
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）　

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
普
通
の

風
邪
に
比
べ
症
状
が
重
く
、
全
身

症
状
も
顕
著
に
現
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
高
齢
者
や
慢
性
疾
患
を
お

持
ち
の
方
が
か
か
っ
た
場
合
、
肺

炎
を
併
発
し
た
り
、
持
病
を
悪
化

さ
せ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

流
行
前
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
最
も
有
効
な
予
防
法
で
す
。

▼
対
象
者

　

接
種
日
当
日
、
当
市
に
住
民
票

が
あ
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の

要
件
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
方

②
60
〜
64
歳
の
方
で
あ
っ
て
、心
臓
、

　

腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま

　

た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

　

よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
を
有

　

す
る
方
（
各
障
が
い
に
つ
い
て
、

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
お
よ
び
２

　

級
所
持
者
）

▼
接
種
期
間

　

10
月
１
日
㈫
〜
平
成
26
年
１
月
31

　

日
㈮
ま
で

▼
公
費
負
担

　

上
限
２
０
０
０
円
ま
で

▼
接
種
回
数

　

１
回
（
２
回
目
以
降
は
、
全
額
自

　

己
負
担
と
な
り
ま
す
）

▼
接
種
場
所

　

茨
城
県
広
域
予
防
接
種
協
力
医
療

機
関
（
事
前
に
医
療
機
関
で
、
協
力

医
療
機
関
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

※
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
や
病
院

に
入
院
し
て
い
る
方
で
、
県
外
の
医

療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
健
康
増
進
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
対
象
の
方
に
は
、
９
月
末
に
ご
案

内
を
送
付
し
ま
し
た
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

  

健
康
増
進
課
（
谷
和
原
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
25
‐

２
１
0
０

問



21 －次号は10月25日（金）配布開始－

保 健 だ よ り保 健 だ よ り

●対象者＝健康増進室利用講習会を受けたことのある方
●定員＝各日22人（予約制・定員になり次第終了）
●申し込み方法＝電話でお申し込みください。２日目以
降は窓口でも可。申し込みは、本人、家族のみです。（都
合により、休講または変更する場合があります）※バラ
ンスボールはどちらか一方
＜講習・ミニ教室申込期間＞＜講習・ミニ教室申込期間＞
10月16日㈬から受け付けます。（土・日・祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

●対象者＝市内在住・在勤・在学者で15歳以上の方
（中学生を除く）
※障害者手帳をお持ちの方はご持参ください。
●定員＝各日８人（予約制）
●申し込み方法＝電話または窓口で直接お申し込み
ください。申し込みは、本人、家族のみです。

健康増進室のご利用案内
●火～土…午前９時～午後８時30分
●日曜日…午前９時30分～午後７時30分（月曜日休室）
●料　金…１回あたり150円（減額制度あり）
※初めて健康増進室を利用する場合は、事前に「健
康増進室利用講習会※1 」を受けてください。

【健康増進室11月スケジュール】

申 健康増進課（谷和原保健センター内）☎25-2100　

期  日 開始時間 使用料

    健康増進室   
    利用講習会※１ 
（１時間30分程度）

  ２日㈯  午後１時

無料  ８日㈮  午後１時
  17日㈰  午後１時
29日㈮  午後６時30分

期  日 開始時間 使用料

ミ　

ニ　

教　

室

肩こり・
腰痛体操

（１時間程度）

  ５日㈫

 午前11時 150円 12日㈫
 19日㈫
 26日㈫

バランスボール・
シェイプアップ

（１時間程度）

６日㈬

 午前11時 150円
13日㈬
20日㈬
27日㈬

チューブ運動

（１時間程度）

 ７日㈭  

 午前11時 150円
14日㈭
21日㈭
28日㈭

バランスボール・
リフレッシュ

（１時間程度）

８日㈮

 午前11時 150円
 15日㈮
 22日㈮
 29日㈮

※２

◎ミニ教室　  の使用料には、健康増進室使用料を含みます。※２

○子どもの健診・教室など 会場：谷和原保健福祉センター

※健診などの詳しい内容は、「健康管理予定表」をご覧ください。

※ピヨピヨ組は谷和原公民館が会場です。

保健カレンダー (10月）保健カレンダー (10月）

○相　談

乳がん検診を受けて早期発見を！

～がん対策室通信～～がん対策室通信～

事業名 期　日 時　間 対　象
３～４カ月児健診   ９日㈬ 午後１時～２時 平成25年６月生
１歳６カ月児健診   16日㈬ 午後１時～２時 平成24年３月生
２歳児歯科健診   ８日㈫ 午後１時～２時 平成23年９月生
３歳児健診   24日㈭ 午後１時～２時 平成22年８月生
離乳食教室(前半)   22日㈫

（予約制）
午後１時～２時 ５カ月～８カ月児向け

離乳食教室(後半) 午後２時30分～３時30分 ９カ月～ 12カ月児向け
ひよこ広場(ピヨピヨ組)※

  18日㈮ 午前10時～11時30分
１カ月～８カ月児と保護者

ひよこ広場(コッコ組) ９カ月～12カ月児と保護者

日　　時 会　　場

移　    動
健康相談
（予約不要）

９日㈬
午前９時30分～11時30分

東楢戸集落
センター

　

日
本
で
乳
が
ん
で
亡
く
な
る
人
の

数
は
、
年
間
約
1
万
3
０
０
０
人
。

欧
米
の
先
進
諸
国
で
は
減
少
に
転
じ

て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
増
え
続
け

て
い
ま
す
。

　

こ
の
背
景
の
一
つ
に
、
日
本
の
乳

が
ん
検
診
の
受
診
率
が
約
30
％
と
低

い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
欧
米
の

先
進
国
で
も
罹
患
率
は
増
え
続
け
て

い
る
も
の
の
、
60
〜
70
％
の
人
が
乳

が
ん
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
で
、
早

期
に
発
見
し
、
早
期
に
治
療
が
可
能

と
な
り
、
死
亡
者
数
が
減
少
し
て
き

て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
乳
が
ん
発

症
は
40
歳
代
か
ら
急
激
に
増
加
し
、

40
歳
代
後
半
か
ら
50
歳
代
前
半
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

　

乳
が
ん
検
診
に
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
査
と
超
音
波
検
査
の
二
つ
の

方
法
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

【
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
】
乳
房
専

用
の
Ｘ
線
検
査
で
す
。
2
枚
の
透
明

な
板
で
乳
房
を
挟
ん
で
圧
迫
し
、
薄

く
平
ら
に
し
て
乳
房
全
体
を
撮
影
し

ま
す
。
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
の
優

れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
手
で
触
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
小
さ
な
し
こ
り
だ

け
で
な
く
、
し
こ
り
に
な
っ
て
い
な

い
微
細
な
石
灰
化
を
発
見
で
き
る
こ

と
で
す
。
た
だ
し
、
乳
腺
や
し
こ
り

も
石
灰
化
と
同
じ
く
白
く
映
り
ま
す

の
で
、
乳
腺
が
発
達
し
て
い
る
若
い

年
代
で
は
、
乳
が
ん
が
判
別
し
に
く

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
超
音
波
検
査
】
あ
お
む
け
に
寝
て

ジ
ェ
ル
を
塗
り
、
プ
ロ
ー
ブ
（
セ
ン

サ
ー
）
を
移
動
さ
せ
、
乳
房
か
ら
脇

の
下
ま
で
、
く
ま
な
く
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
石
灰
化
を
発

見
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
手

で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
小
さ
な

し
こ
り
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
超
音
波
検
査
で
は
、
乳

腺
は
白
く
、
し
こ
り
は
黒
く
映
る
の

で
、
乳
腺
が
発
達
し
て
い
る
若
い
年

代
で
の
検
診
と
し
て
優
れ
て
い
ま
す

　

残
念
な
が
ら
、
現
在
、
乳
が
ん
の

予
防
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無
症
状
の

う
ち
に
定
期
的
に
乳
が
ん
検
診
を
受

診
す
る
こ
と
が
一
番
確
か
な
方
法
で

す
。
早
期
発
見
で
あ
れ
ば
、
約
90
％

の
人
は
治
癒
が
可
能
と
言
わ
れ
、
決

し
て
怖
い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ご
自
分
の
検

診
の
計
画
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

。
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こ ど も 福 祉 相 談【無料】
　18歳未満の子どもの養育の悩みや虐待、配偶者によるＤＶ、
母子家庭・寡婦・父子家庭の悩み。自立に向けた総合的相談、
母子寡婦福祉資金に関する相談などを受け付けています。
相談方法：電話または面接相談　【祝日・年末年始は除く】
場　　所：伊奈庁舎こども福祉課
電　　話：☎58‐2111（内線1161）
相談時間：午前９時～午後４時30分（月～金曜日）
※予約可能な方は事前にご連絡願います。

地　区 収集日 申　込　日
小張・豊、小絹、絹の台 10月 ９日㈬ ９月30日㈪ ～ 10月2日㈬
板橋、紫峰ヶ丘・富士見ヶ丘 10月16日㈬ 10月 ７日㈪ ～   9日㈬
三島・東、谷原、陽光台 10月23日㈬ 10月15日㈫ ～ 16日㈬
谷井田、福岡・十和 11月 ６日㈬ 10月28日㈪ ～ 30日㈬

市社会福祉協議会心配ごと相談（10月）粗大ごみ収集・申込日（10月）

※申し込み専用☎ 52‐3152　午前９時から午後５時まで

 休日当番病院（10月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

 ６日㈰ 水海道さくら病院 常総市 0297-23-2223

13日㈰ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333

14日㈷ 水海道さくら病院 常総市 0297-23-2223

20日㈰ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111

27日㈰ きぬ医師会病院 常総市 0297-23-1771

小児科救急当番病院（10月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111

水曜日以外 ＪＡとりで総合医療センター 取手市 0297-74-5551

                                    くみとり
業　者　名 指 定 地 区 

㈱シイナクリーン
0297-48-2336

旧谷和原村全域
小張・豊・谷井田・三島（戸茂・戸崎・   
根柄を除く）
板橋（高岡）・東（東栗山・城中）

関　東　商　事  ㈱
029- 836-3007

板橋（高岡を除く）
東（足高）・三島（戸茂・戸崎・根柄）

   

谷 和 原 庁 舎                       6日・20日

伊 奈 庁 舎                   13日・27日

 開庁時間：午前８時30分から正午まで
   業務内容：窓口業務の一部（下記のとおり）
 【税務関係】　
　納税証明書、所得証明書、評価証明書、軽自動車   
　車検用納税証明書などの発行
　市税、各種使用料および手数料など（納付書持参
　の場合のみ）の収納

【住民関係】

　 戸籍謄本・抄本、住民票の写し、身分証明書、
     印鑑登録および印鑑登録証明書などの発行
　※住民票の異動（転入・転出など）およびパスポート
　申請などの手続きはできません。
　    なお、第２第４日曜日の開庁時間のみパスポート
　の交付が可能です。
問い合わせ先：市民窓口課　☎58‐2111
　伊奈庁舎　　（内線1111 ～ 1115）
　谷和原庁舎　（内線8110 ～ 8112）

 日曜日開庁のお知らせ（10月）

行　政　相　談（10月）
　毎日の暮らしの中で、例えば「道路の案内標識が見えに
くい」など、困っていることはありませんか？こんなとき、
行政相談委員にご相談ください。
日　時　　10月24日㈭　午後１時30分～３時30分
場　所　　伊奈庁舎　２階会議室『和室』
　　　　　また、随時相談を受け付けています。
問い合わせ先　行政相談委員
　今
いま

川
がわ

    和
かず

宏
ひろ

さん　☎52 - 2525　筒戸1749 - 1
　相

あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　    ☎58 - 0676　下平柳828 - 3

　
教　育　相　談（10月）

　家庭教育や子育てに関すること・不登校・友人関係・受
験・カウンセリングなど何でも結構ですのでご利用くださ
い。来所相談のほか、電話相談も受け付けています。

●相談員　羽
は た

田　暁
さとる

さん

伊奈公民館 小絹コミュニティセンター
毎週水曜日 毎週火曜日

午前９時～午後５時
☎ 57‐0983（相談室直通）☎ 52‐7566（相談室直通）

人　権　相　談（10月）
　家庭内の問題、いじめ、セクハラ、近隣関係など、心
配ごとや困っていることがありましたら、お気軽にご相
談ください。プライバシーは厳守されます。
日　時　10月３日㈭　午前10時～正午
場　所　谷和原保健福祉センター
　　　　また、随時相談を受け付けています。
問い合わせ先　人権相談員  
  豊
とよしま

島  美
み ち こ

智子さん       ☎58 - 0085       板橋2388－2
  永
な が せ

瀬  隆
た か し

史さん 　  　☎52 - 7532  　 寺畑40－2

   10月１日㈫　法律相談(弁)…谷和原保健福祉センター
　　　８日㈫　法律相談(弁)…すこやか福祉館 
          15日㈫　法律相談(弁)…谷和原保健福祉センター
          16日㈬　心配ごと相談…すこやか福祉館
　　　  〃 　 　心配ごと相談…谷和原保健福祉センター
          22日㈫    法律相談(弁)…すこやか福祉館  
◎法律相談（弁）（司）
　弁護士・司法書士による相談（要予約）午後１時～４時
◎心配ごと相談
　相談員による相談　午後１時～３時
予約・問い合わせ先
　　 ㈳つくばみらい市社会福祉協議会（すこやか福祉館内）
　　　  ☎ 57 - 0123 
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火災・救急統計
●火災

　建 物

　車 両

　そ の 他

　 計

●救急

　交通事故

　急　　病

　そ の 他

　 計

８月分

1件

　0件

0件

1件

　8月分

21件

107件

　30件

158件

25年分

6件

　1件

3件

10件

25年分

144件

689件

　226件

1059件

　

～水道工事は市指定給水装置工事事業者へ～　

水道工事（新設・改造・修繕など）は、市の指定を受けた給水装置工事事業者でな
ければ行うことができません。工事の際は指定を受けた事業者に依頼し、上下水道課
へ届け出をしてください。
　市内の指定給水装置工事事業者は下記のとおりです。また、市外の事業者を知り
たい場合は、別途お問い合わせください。
　なお、市ホームページにも一覧が掲載されています。
（トップページ→上下水道→水道工事・修理→給水装置工事事業者）
　　　　　　　　　　　　　                       

 上下水道課　  58-2111（内線8207）
　　　　　　　　　　　　

工事業者名 所在地 電話番号 工事業者名 所在地 電話番号

㈱赤塚土木興業 長渡呂256 58 - 6213 常磐興業㈱ 筒戸3178 52 - 2203

伊奈工業㈱ 城中359 58 - 6168 ㈱豊島産業 川崎213-3 52 - 3335

いなほ工業㈱ 上島848 58 - 0382 ㈱直井造園土木 日川571 52 - 2600

大久保水道工業 谷井田1403-3 58 - 8177 成島建設㈱ 板橋3101 58 - 1131

オービー建設㈱ 谷井田750-1 47 - 7000 浜野商事㈱ 伊丹161 58 - 2416

㈲片見設備工業 福岡1425-1 52 - 5804 原信田建設㈱ 板橋1783 58 - 0018

㈲川口商事 鬼長526-1 52 - 3286 常陸管工 上長沼617 52 - 5579

久下設備 城中55 58 - 0418 ㈲福新設備工業 台198 52 - 5011

㈲坂本設備工業 豊体612‐２ 58 - 0070 ㈱武平 福原188 57- 0600

常総土木工業㈱ 福岡1383-1 52 - 5357 ㈲文倉建設 鬼長1231-2 52 - 5622

常栄エンジニアリング㈱ 田村450 52 - 7633 松本工業㈱ 板橋2536 58 - 2187

㈱新みらい 絹の台2-2-3 34 - 1088 ㈲丸斉建設 真木106 52 - 2627

㈱誠勝 筒戸1987-11 20 - 5470 ㈱山田組 城中952 58 - 2351

関建設㈱ 上島168-2 58 - 2138 谷原建設㈱ 下長沼118-1 52 - 2298

塚本建設工業㈱ 東楢戸980-1 52 - 3681 吉田設備 樛木45-3 52 - 5830

㈱寺田興業 南927-2 52 - 5809

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問  ☎  ＜市内給水装置工事事業者一覧＞

１
日
㈭
＝
庁
議
・
消
防
団
員
辞
令
交
付
式
・
取
手
市
外
2
市

　
　
　
　

火
葬
場
組
合
管
理
者
会
・
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

2
日
㈮
＝
市
教
育
研
究
連
盟
発
表
会
・
見
守
り
協
定

3
日
㈯
＝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
・
み
ら
い
フ
ェ
ス
タ

５
日
㈪
＝
農
産
物
生
産
者
団
体
「
み
ら
い
ス
ク
ー
ル
」
懇
談
会

７
日
㈬
＝
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
総
会

８
日
㈭
＝
茨
城
県
農
業
集
落
排
水
事
業
連
絡
協
議
会
役
員
会

　
　
　
　

お
よ
び
通
常
総
会

10
日
㈯
＝
人
権
講
演
会

21
日
㈬
＝
消
防
団
訓
練
激
励

23
日
㈮
＝
記
者
会
見
・
第
1
回
歩
道
整
備
基
本
計
画
策
定
検

　
　
　
　

討
委
員
会

24
日
㈯
＝
埼
玉
県
伊
奈
町
「
伊
奈
ま
つ
り
」

25
日
㈰
＝
市
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

26
日
㈪
＝
取
手
市
外
2
市
火
葬
場
組
合
臨
時
議
会
・
消
防
団

　
　
　
　

訓
練
激
励

27
日
㈫
＝
常
総
衛
生
組
合
管
理
者
会

29
日
㈭
＝
第
3
回
定
例
会
本
会
議

30
日
㈮
＝
平
成
25
年
第
3
回
市
長
会　
　

   

市
長
8
月
の
動
静
（
8
月
1
日
〜
31
日
）

こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
主
な
動
静
を
情
報
公
開
し
ま
す
。

10月の納税など

国 民 健 康 保 険 税　　　4 期 分

市 県 民 税　　　3 期 分

後期高齢者医療保険料　　　4 期 分

介 護 保 険 料　　　4 期 分

保 育 料　　　1 0 月 分

児 童 ク ラ ブ　　　1 0 月 分

住 宅 使 用 料　　　1 0 月 分
地　　                                                              代　         1 0 月 分

上 下 水 道 料　　　8 月 分
下水道使用料(取)　　　7 月 分

　 　                                               ☆納期限は10月31日（木）です。

 

（取）：取手地方広域下水道組合

　水道水の節水にご協力ください。
　水は、私たち生命を維持するための大切な資源です。節水に心がけ、
　限りある水を大切に使いましょう。

【おわびと訂正】
広報つくばみらい９月１日号（№.89）、
19ページ中「全国小学生学年別柔道
大会茨城県予選優勝者氏名ふりがな」
に誤りがありました。おわびして次の
とおり訂正します。
　　誤　　　　→　　正
  ・栗田　嵩

こうだい

大　　　　・栗田　嵩
しゅうと

大
・ ・

【敬称略】
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子ども特派員 わが街を行く！
　この紙面は、自分の住んでいる街や校内活動を、自分たち
で取材・編集する「子ども特派員」とともに編集しています。
　今回の「子ども特派員」は、小張小学校６年生の野

のじま

島桜
さくら

さ
ん（前列左）、野

のぐち

口奎
けいすけ

介さん（前列中央）、佐
さとう

藤孟
もうとく

徳さん（前
列右）、荒

あらたに

谷賢
けん た

汰さん（後列左）、古
ふるた

田慎
しんのすけ

之助さん（後列中央）、
秋
あき た

田絵
え り な

理菜さん（後列右）が、小張小学校で約20年前から
続く「綱火」学習を紹介します。

小張小の自慢「綱火」

問

＝
学
校
通
信
＝

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
内
小
中
学

校
の
お
知
ら
せ
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

【
板
橋
小
学
校
】

　

資
源
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
…
10
月
19
日
㈯　

午
前
８
時

　

〜
※
小
雨
決
行（
雨
天
時
は
翌
日
）

▼
回
収
物
…
新
聞
／
雑
誌
／
段
ボ
ー

　

ル
／
ア
ル
ミ
缶
／
古
着
・
布

▼
対
象
…
板
橋
小
学
校
区

▼
集
積
場
所
…
板
橋
小
学
校

▼
方
法
…
各
地
区
の
集
積
場
所
ま
た

　

は
板
橋
小
学
校
に
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。
新
聞
、
雑
誌
は
、
ひ
も
で
し

　

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

  

板
橋
小
学
校  

☎
58
‐
０
０
０
２

　私たちの小張小学校では、約20年前から地元に400年私たちの小張小学校では、約20年前から地元に400年
以上前から伝わり、国の重要無形民俗文化財に指定されて以上前から伝わり、国の重要無形民俗文化財に指定されて
いる「綱火」を体験、学習しています。いる「綱火」を体験、学習しています。
　小張地区に伝わる「綱火」は、江戸時代の初めに小張城　小張地区に伝わる「綱火」は、江戸時代の初めに小張城

主「主「松松
まつしたまつした

下下石石
いわみのかみいわみのかみ

見守見守重重
しげつなしげつな

綱綱」によって考案され、重綱が転勤する」によって考案され、重綱が転勤する
ときに、家来であるときに、家来である「大

おおはし

橋吉
きち ざ え も ん

左衛門」に受け継がれたものに受け継がれたもの
です。吉左衛門の子孫は、代々綱火家元になっています。です。吉左衛門の子孫は、代々綱火家元になっています。
毎年８月24日になると、綱火保存会の方々が、愛宕神社毎年８月24日になると、綱火保存会の方々が、愛宕神社
の前でとても色鮮やかな花火とともに人形を操っていまの前でとても色鮮やかな花火とともに人形を操っていま
す。また、保存会の人たちは、毎年、綱火が無事に終わるす。また、保存会の人たちは、毎年、綱火が無事に終わる
ことを願って、行っているそうです。ことを願って、行っているそうです。
　小張小学校では、毎年６月になると綱火保存会の皆さん　小張小学校では、毎年６月になると綱火保存会の皆さん
が「くりこみ」で使う楽器や、人形を綱で操る「綱操り」が「くりこみ」で使う楽器や、人形を綱で操る「綱操り」
を教えに小張小学校を訪ねてくれます。楽器は6年生が担を教えに小張小学校を訪ねてくれます。楽器は6年生が担
当し、大太鼓、小太鼓、鼓、鉦、笛の５つがひとつになる当し、大太鼓、小太鼓、鼓、鉦、笛の５つがひとつになる

ようにリズムを合わせます。「綱操り」は初めて参加する５ようにリズムを合わせます。「綱操り」は初めて参加する５
年生が担当します。５年生は、手に軍手をはめ力いっぱい年生が担当します。５年生は、手に軍手をはめ力いっぱい
頑張っています。頑張っています。
　私たちは、綱火家元の大橋さん親子にインタビューする　私たちは、綱火家元の大橋さん親子にインタビューする
ことができました。綱火には「小張松下流綱火」のほかに「高ことができました。綱火には「小張松下流綱火」のほかに「高
岡流綱火」、常総市にある「かつらぎ流綱火」があり、五岡流綱火」、常総市にある「かつらぎ流綱火」があり、五
穀豊穣・火難除けを願うために行われているそうです。綱穀豊穣・火難除けを願うために行われているそうです。綱
火で使う人形は、継承者が代わる時に新しく継承する人が火で使う人形は、継承者が代わる時に新しく継承する人が
作るそうです。そして、綱火で一番大変なことは、花火を作るそうです。そして、綱火で一番大変なことは、花火を
作ることと話してくれました。昔からの伝統を残したいか作ることと話してくれました。昔からの伝統を残したいか
らと、花火を自分たちで作っているということを知り、とらと、花火を自分たちで作っているということを知り、と
ても驚きました。昔のままの「綱火」をいつまでも続けてても驚きました。昔のままの「綱火」をいつまでも続けて
いきたいとも話してくれました。いきたいとも話してくれました。
　私たちは、地域の伝統として今日まで守り伝えてきた綱　私たちは、地域の伝統として今日まで守り伝えてきた綱
火を、今後も次世代に継承し、大勢の人に親しんでもらえ火を、今後も次世代に継承し、大勢の人に親しんでもらえ
ることを願っています。また、保存会の皆さんに「おはやることを願っています。また、保存会の皆さんに「おはや
し」や「綱操り」を指導してもらった成果を運動会や小張し」や「綱操り」を指導してもらった成果を運動会や小張
秋祭りで表現できるようにがんばります。秋祭りで表現できるようにがんばります。
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